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1調査と研究

飛鳥・藤原京の発掘調査

都城発掘調査部が飛鳥・藤原地区において2008年度に

実施した発掘調査は、藤原宮跡 4件、藤原京跡と飛鳥

地域で10件である。また、2007年度からの継続調査とし

て甘樫丘東麓遺跡の調査を4月 末まで実施した。以下、

主要な調査成果について概要を述べる。

藤原宮では、朝堂院朝庭の調査を実施した (第1弼次)。

朝堂院地区では殿舎に対する継続的な調査を実施 して

きたが、今後は朝庭の調査を主体とし、大嘗宮の有無

や下層遺構の状況を明らかにしていく予定である。今

回の調査は大極殿院南門の南方に調査区を設定して実

施した。その結果、礫敷広場を良好な状況で検出する

とともに、憧隼支柱と考えられる柱穴列と柱穴群を検

出した。これは既に完成された儀式の形態が成立して

いたことを改めて示すもので、宮殿儀礼の研究に貴重

な事例を加えた。また、藤原宮造営時の運河を調査し、

斜行溝が東北方に分流するという新たな事実が判明し

た。これは大極殿院南門建設開始後に迂回させたもの

と考えている。

朝堂院東地区では、北から実施 してきた農業水路改

4分に伴う最終年次の発掘調査を実施した (第152-7次)。

狭長な調査区であったが、想定した位置に南面大垣、

内濠と外濠を確認した。また、内濠に北接 して官衡区

画塀や東西棟建物と考えられる柱穴も検出し、朝堂院

東地区の土地利用を復元する手がかりが得られた。

内裏西官衡地区では、農業水路改修に伴う発掘調査

を実施した (第152-6次 )。 東西溝 2条 を確認したが、

これは宮内道路の両側溝であろう。

飛鳥地域では、石神遺跡で別07年度に引き続き、遺跡

束限の様相を解明するための調査を実施した (第156次 )。

A期の東限施設を確認し、 8時期にわたる継続的な土

地利用が判明するなど、石神遺跡の内容と性格を解明

するうえで多 くの成果が上がった。東限の塀には門が

開くことが明らかとなり、その東恨1に は外周の通路と

推定される南北塀に挟まれた空間がある。また、Al期

には仏教関連施設と考えられる瓦葺礎石建物があった

と考えられ、饗宴施設としての体裁を整える前段階に

は性格が異なる施設であった可能性が浮上した。石神

遺跡の調査は2008年度で所期の目的を一応達成し、一時

中断することとした。今後は、長年の成果を整理、分

析し、報告書の刊行を目指すこととなる。

甘樫丘東麓遺跡では、 7世紀前半の石垣を検出した

第146次調査区の南側を調査している (第 157次 )。 調査

区東部では石敷や石組溝を確認した。第146次調査で検

出している 7世紀中頃 (Ⅱ 期)の石敷との関連が考え

られる。また、石垣は本調査区内まで延びるものであ

り、今後の調査の進展に期待される。

高松塚古墳では、石室解体に引き続き墳丘の仮整備

に伴う調査を実施し、旧地形や古墳の築造工程に関す

る重要な所見を得ることができた (第154次)。 保存施設

の撤去により34年ぶりに墓道部が露出し、壁面の精査で

は、従来知られていた大規模地震による大きな断層風

陥没 とともに、版築を突き破る亀裂を多数確認 した。

また、石室の東西にこれまで未確認であった 2条の墳

丘内暗渠を検出し、当初から古墳全体が綿密な計画性

のもとに築造された状況を裏付けることができた。

飛鳥寺では、個人住宅建設に伴う3件の現状変更を

実施 した。講堂東北方の発掘調査では、瓦敷面とその

南側に石組東西溝を検出した (第152-2次)。 溝の南側

石は長さ40cmほ どの石を】ヒ側に面を揃えて据えている

ことから、これは基壇北辺の雨落溝の可能性があるも

ので、中心伽藍東北部における様相にあらたな知見を

得るものとなった。寺の南東、寺域を画する南面築地

塀の南約罰mでの発掘調査では、飛鳥寺南方の石敷広場

の東北隅部を検出した (第152-5次)。 隅部から飛鳥寺

伽藍中軸線までは、石敷広場の振れに沿って約62mと な

る。広場石敷北端には縁石を置き、東縁では西は 2段、

東は 3段に側石を積んだ階段状の石組溝が北へ延びる。

檜隈寺周辺では、国営歴史公園の整備に伴い、遺構

の状況を確認するため、南北12カ 所に調査区を設けて試

掘調査を実施した (第155次)。 南恨Jでは古代の顕著な遺

構を確認することはできなかったが、北側では寺院関

連施設と考えられる塀や建物の遺構を確認した。これ

については、20C19年 度に本調査を実施し、檜隈寺の伽藍

全体像を解明していくこととしたい。

2008年度に発掘調査に伴って実施した現地説明会、現

地見学会、現場公開は以下の通り。

飛`鳥藤原第153次調査 (朝堂院朝庭)

現場公開 2008年 6月 30日 ～ 7月 2日

現地説明会 2008年 9月 27日  玉田芳英・小田裕樹

飛鳥藤原第156次調査 (石神遺跡)

現地説明会 別碑年 2月 14日 青木 敬
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平城京の発掘調査

都城発掘調査部平城地区における2008年度は平城宮

内で 9件、平城京内で13件 の発掘調査を実施 した。以

下では主な調査の概要を示すにとどめ、小規模な調査

については『奈良文化財研究所紀要2009』 を参照して

いただきたい。

2008年 4月 から11月 にかけて、平城宮第一次大極殿

院の南面回廊 (第 431次調査)お よび西面回廊の調査

(第432・ 436・ 437・ 438次)を実施した。

第一次大極殿院南面回廊の調査区は南面築地回廊の

東半部に位置する。築地回廊の礎石痕跡を 5間分検出

した。桁行は約4.6m(15.5尺)等 間、梁行は約7.lm

(24.0尺 )と 復原される。回廊基壇の掘込地業 と版築

層とを確認 した。掘込地業の深 さは約30cm。 このほ

か、回廊北側と南側に東西方向の雨落溝を検出し、院

内庭部では礫敷面を確認した。

西面回廊の調査は 4度にわけて実施 した。検出した

遺構は、回廊、門、塀、溝、広場、礫敷舗装、土坑、

井戸などである。

大極殿創建期の西面築地回廊の基壇と東側の雨落溝

を部分的に検出した。西側の雨落溝は完全に失われて

いる。東雨落溝の幅は不明で東肩には径10cm程度の

見切 り石を据え、溝底にも細かい礫を敷き込む。内庭

部の礫敷は径 1～ 7cmの礫を敷 く。大極殿が恭仁宮

に移 り、築地回廊が掘立柱塀に改修された時期の西面

塀の柱穴を合計31基確認した。 4基の柱穴には柱根が

遺存 してお り、柱は直径45cm程度のコウヤマキであ

る。また、この掘立柱塀の門を認した。この時期には

内庭部の礫敷が改修されてお り径 4～ 15cmの 礫を敷

いている。

旧大極殿院内が掘立柱建物の建物群に造 り替えられ

殿舎地区となる (Ⅱ 期)が、この時期にも内庭部の礫

敷 きを改4妖 してお り、径 1～ 4cmの小礫を敷いてい

る。この時期の院の西面築地回廊の東西の側柱の礎石

据付痕跡を、東柱列で 6基、西柱列で 1基検出した。

凝灰岩暗渠はこの時期の西面築地回廊を横断して東か

ら西へ排水していた。

Ⅱ期の殿舎地区がさらに大規模に改修 された時期

(Ⅲ 期)の基壇辺を流れる南北溝 と、基壇下を貫 く暗

渠を確認した。また、この時期の殿舎地区を南北に区

部で検出した同遺構の西延長部分で、西面築地塀に取

りつ く。

出土遺物に土器、瓦などがある。土器は奈良時代～

平安時代初頭の上器が出土している。 8世紀後半～ 9

世紀初頭のものが多い。瓦は築地回廊に使用された奈

良時代の軒瓦が出土している。

第440次は東方官衡地区の調査である。2007年度の

調査区南部で検出した土坑の全容を明らかにする目的

で第440次調査を実施 した。調査区は南北15m、 東西

17m、 発掘面積は255∬ である。11月 から翌年 1月 ま

で調査を実施した。

土坑の規模は東西約Hm、 南北約 7mの不整形で、

深さは約 lmあ る。土坑内からは土器や瓦の破片が出

上 したほか、大量の木屑や自然木が層をなしていた。

この木屑層の木質はほとんど腐っておらず、捨てた当

時のままに近い状態で残存 していた。木屑層には木器

や木簡、木簡の削屑、木材を加工 したときの削屑が大

量に含まれていると予想されるため、すべてを取 り上

げた。その総量はコンテナで2700箱 ほどになった。木

屑層から出土した木製品のなかでは檜扇が多 く出土 し

たほか、用途不明の加工品が多数ある。

木簡は現在200点 ほどが明らかになってお り、人名

を列記したものや字を練習した習書木簡が目立つ。重

要なところでは宝亀の年号を記したものや衛府、衛士

といった役所に関わる文字を書いたものがあり、この

上坑の時期や官衛区画の性格を知るための重要な手が

かりとなろう。

上記の上坑の周囲には掘立柱の建物が確認された。

土坑の底から検出された柱穴は東西棟の建物で南北 2

間、東西 5間以上で北側に庇がつ く。この建物は土坑

に壊されていることから、土坑より古い時期の建物で

ある。土坑が埋まった後に建てられた建物は東西 4間、

南北 4間の正方形の建物である。また、土坑の底から

は 2棟の掘立柱建物や糞便貯留穴とみられる小土坑が

数基検出された。このように木屑を大量にふ くむ土坑

が掘 られる前後には建物が建っていたことがわか り、

この場所の機能が時代とともに変化 していた様子が明

らかになった。以上の成果は、東方官衛地区における

官衡の構造や性格を把握するだけでなく、官衡のなか

の変遷を解明するうえで重要な資料となるだろう。

切る東西塀の掘立柱の柱穴 4基を検出した。もう一つ

の東西塀の掘立柱の柱穴を 3基検出し、大極殿院東半
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う一方で、常設展示のリニューアルについても基本構

想を策定し、遷都1300年に合わせての具体化を目指し

ている。また特別企画展として「地下の正倉院展」を

開催 し、長屋王家木簡を展示した。さらに都城発掘調

査部が実施した平城宮の東院地区と東方官衡地区の発

掘調査成果を速報展で紹介した。

文化財の調査・保護活用に関する国際協力と研究交

流あるいは国際研修等についても、別項に記した。

写真関係では、引き続き、都城発掘調査部の平城地

区と飛鳥藤原地区における発掘調査の記録作成を実施

するとともに、展示公開等にともなう写真資料を作成

した。また、高松塚古墳については、石室解体前の正

確な図面と写真、およびそれらを作製する撮影手順等

を記録 した『高松塚古墳壁画フオトマップ資料』を刊

行した。

なお、このほか全国の埋蔵文化財の調査・保存 。活

用などに関する情報収集、協力助言をおこなった。

文化遺睡部の研究活動

文化遺産部は、歴史研究室・建造物研究室・景観研

究室 。遺跡整備研究室の 4室からなる。各室では、古

都の寺社などが所蔵する古文書 。古記録などの書跡資

料や歴史資料、古代から近代にいたる歴史的建造物や

発掘建築遺構、新たに文化財に加わった文化的景観、

歴史的庭園、遺跡の保存整備活用などについて、それ

ぞれ専門的な立場から文化遺産の実物に即 した調査研

究をおこない、その歴史的な意義を追究するとともに、

関係部局とも協力しつつ、情報の収集整理・公開や保

存4笏復 。遺跡整備活用施策などにも資する総合的研究

を進めている。

●歴史研究室の調査と研究

歴史研究室では、世界文化遺産に登録されている寺

社所蔵の書跡資料について、南都を中心として継続的

な調査研究をおこなっている。さらに奈文研に寄贈さ

れた歴史資料についても調査研究をしている。

2008年度の諸寺社の調査は、興福寺・薬師寺 。東大

寺・唐招提寺 。氷室神社大宮家所蔵の書跡資料につい

ておこなった。興福寺調査は、ここ数年にわたって、

第71函 ～第80函、長持函、東金堂文書、国宝 。重要文

化財指定資料の目録を刊行すべ く準備を進めてきた

企画調整部は、地方公共団体等の埋蔵文化財発掘技

術者に対する研4笏、研究所の調査研究成果や文化財に

関する情報の発信 と展示公開普及、文化財情報の収

集 。発信システムの研究と情報の整備充実、国際的な

文化財の調査・保護活用に関する協力・援助と国際学

術交流あるいは研修等についての企画調整、飛鳥資料

館・平城宮跡資料館等における展示公開普及を中心と

する、奈良文化財研究所がおこなう研究に係る事業に

ついて全体的・総合的に調整 し、事業成果の内外への

情報発信や活用を担当している。

埋蔵文化財発掘技術者研4易 については、年度ごとに

計画立案 し、高度で専門的な研修を実施 している。

2008年度も、遺跡の発掘調査や整理報告において必要

性が高い分野、あるいは、保存活用について、専門性

の高い知識・方法が求められる課題についての研修を

実施した。保存科学、写真撮影、報告書作成等につい

て引き続き実施するとともに、分野を絞 り込んで、鉄

製武器類を研4分のテーマとして取 り上げた。かなり専

門に特化 した研修であったが、必要性の高さもあって

か、好評であった。なお、専門性の高い研修を実施す

るという方針に基づき、これまで毎年開講していた一

般研修は、2008年度をもって終了することとした。

文化財情報電子化研究およびシステム構築について

は、「遺跡GIS研究会」を開催するとともに、国内外

の学会や研究会等において研究成果を公表 したほか、

遺跡情報の収集管理や活用に関する情報収集をおこな

い、今後のシステム構築、改良等の検討材料 とした。

また、2005年 2月 に刊行 した『遺跡情報交換標準の研

究』の記述を精密化する必要性から、これの改訂版を

作成した。一方、日常的には遺跡 。図書・写真データ

ベースおよび航空写真データの入力、NARSフ イルム

のマイクロイと、NARSフ イルム・ガラス乾板 。大半Jフ

ィルム・航空写真画像のデジタル化などを継続 してお

こなっている。

展示公開および普及に関しては、飛鳥資料館での展

示・研究、平城宮跡資料館などでの展示公開事業を統

括的に担当している。このうち飛鳥資料館については、

別項にまとめているので参照されたい。平城宮跡資料

館については、継続 して常設展の改善・整備をおこな
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が、本年度はそれらの再確認をおこない、『興福寺典

籍文書 目録第四巻』 (奈良文化財研究所史料第83冊 )

として刊行した。写真撮影は、マイクロフィルムで第

89函・第90画を、またブローニー版、一部は赤外線写

真で長持画の一部を撮影 した。薬師寺調査は、第31面

～第53函の調書作成と、第24画 の写真撮影を継続 して

実施した。

東大寺は、東大寺図書館収蔵庫第 4号室収蔵の新修

東大寺文書聖教の調査を、科学研究費補助金も充当し

て実施した。第 5画 。第15面 の写真撮影を実施し、ま

た中村準一寄贈文書の第98画 。99画を調査 して、日録

データをパソコンに入力 した。また、先年発見した、

重源以後の東大寺大勧進に関する基礎史料である第 2

函 1括 1号の調査研究を進め、その成果を吉川聡 。小

原嘉記・遠藤基郎「「東大寺大勧進文書集」の研究」

(『 南都仏教』91号所収)と して公表した。

唐招提寺所蔵資料については、惣倉所在の近代書類

を調査し、全体の再分類作業をおこなった上で、第 2

画のラベル貼 り・目録データのパソコンヘの入力作業

を実施 した。氷室神社大宮家文書については、昨年度

に引き続き奈良市教育委員会との間で共同研究をおこ

ない、未成巻文書の調書作成 。写真撮影を実施した。

また、公開データベース「大宮家文書データベース」

のデータを追加 し、成巻文書分すべてのデータを公開

した。

当研究所所蔵の資料については、「関野貞日記」の

翻刻作業を進め、当研究所所蔵分である明治30年 ～38

年の日記全文・解説を、関野貞研究会編『関野貞日記』

(中央公論美術出版、2009年)の一部として公表した。

その他調査協力の依頼を受けて、滋賀県石山寺聖教

調査や、暁醐寺聖教調査などに協力した。

●建造物研究室の調査と研究

建造物研究室では、歴史的建造物、伝統的建造物群

及び近代化遺産等に関する調査・研究をおこなうこと

により、わが国の文化財建造物の保存 。
4笏復・活用に

資する基礎データの蓄積を継続的に図っている。また、

近年は、古代建築の今後の保存 と復原に資するため、

古代建築の諸構法について再検証するための調査研究

を、現存建築のみならず、4笏理などの際に保存された

古材、発掘遺構・遺物などを研究姑象として進めてい

る。以下、2008年度におこなった主な調査研究内容を

紹介する。

古代建築の諸構法に関する調査研究では、殿堂の構

造システムと、扁額形状 と建築構造の相関に関する問

題を研究テーマとして掲げ、これらに関する現物調査

と諸資料の収集・整理をおこない、成果を2009年 3月

8日 開催の研究集会で発表 し、参加者した研究協力者

等との間でこの問題について討議 した。なお、扁額に

関するこの研究成果は、現在復原工事中の平城宮第一

次大極殿に掲げる扁額に反映させるため、同工事にお

ける意匠 。構造面の設計に協力するとともに、調査研

究の成果を奈文研紀要2009で発表した。

2007年 度に引き続き受託業務として実施した京都府

近代和風建築総合調査は、明治以降、昭和20年代前後

までに建設された和風建築を対象として、京都府が文

化庁による国庫補助を得て2006年 度から 3カ 年計画で

実施している総合調査で、2008年 度は最終年度に当た

る。この調査は、同調査委員会において二次詳細調査

物件としてあらかじめ選定された住宅建築、宗教建築、

商業建築など153件、214棟 にのぼる建築を対象として

2カ 年でおこなったもので、建物平面の実測、写真撮

影等の現地調査のほか、文献調査、関連建物調査等を

実施 し、主要な物件では庭園調査もおこなった。調査

成果は、京都府が刊行した調査報告書用の原稿として

取 り纏めた。

国外調査として、当研究所が海外関係事業として実

施 しているカンボジア・西 トップ寺院遺跡の現地調査

をおこなった。調査内容は、破損が著 しい建物の図面

を作製するための実測調査である。調査研究の成果は

奈文研紀要2009で発表 した。

調査研究の一環として研究所保管資料のうち、建造

物乾板写真の画像デジタル化と、文化財建造物保存修

理時における現状変更説明資料の刊行化を近年継続 し

ている。2008年 度で刊行 した現状変更説明資料は、

1962年～1964年分で、これを本文編と図版編とに分け

て刊行した。また、その他の刊行物として、2007年 度

に実施した出雲大社の境外社社殿調査の報告書と、ベ

トナム社会主義共和国ハタイ省 ドゥオンラム村集落調

査の英語版報告書がある。

このほか、全国各地で実施されている文化財建造物

等の修理関係事業・史跡等整備事業での修理・復原・

整備等に関する援助 。助言をおこなった。
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●景観研究室の調査と研究

景観研究室では、文化的景観に関する基礎的・体系的

な調査研究および平安時代を中心 とした古代庭園の変遷

過程や系譜に関する調査研究を進めている。

文化的景観については、基礎的情報の収集・発信 と、

事例研究として高知県四万十川流域を対象とした文化的

景観の調査研究をおこない、加えて文化的景観研究集会

(第 1回 )を 開催 した。文化的景観に関する基礎的情報

の収集・発信 としては、国内外の関係法令、各重要文化

的景観選定地区の概要、文化的景観に関連する文献等の

収集をおこない、F文化的景観基礎資料集 【未定稿】』と

してまとめ、上記観研究集会で参考資料として配布 した。

四万十川流域の文化的景観調査は、2006年度より継続

しているもので、2008年 度は現地調査をおこなうととも

に、調査対象地域である津野町・樗原町 。中土佐町・四

万十町・四万十市の各行政担当者等 との協議を通 じて、

各地域個別の文化的景観保存活用計画を作成 した。以上

の作業の過程で、調査方法や保存計画立案につき、種々

の課題を抽出することができた。

文化的景観研究集会 (第 1回 )は、「文化的景観 とは

何か ?― その輪郭と多様性をめぐって一」 というテーマ

で開催 した。文化的景観の概念、制度、計画手法、重要

文化的景観選定事例の検討を通 じ、文化的景観について

の共通認識の形成を図るとともに、その有効性 と課題を

確認 し、次年度以降の研究集会開催へ と繋げた。

庭園関係では、 5カ 年計画の中で平安時代の庭園を取

り上げてお り、 3年 目である2008年 度は、平安時代の発

掘庭園に関するデータを収集するとともに、「平安時代

の禁苑と離宮の庭」と題する研究会を開催し、あわせて

2007年度の研究会の報告書を刊行した。

研究会では、平安時代初期までの古代都城にとっての

苑地や離宮の庭のあり方について検討すべ く、長岡京で

「北苑」と呼ばれる遺跡、平安京の神泉苑、雲林院、河陽

離官について、各園池遺構の発掘成果の報告と検討をお

こなった。また、同時代の唐長安城太極宮の後苑や禁

苑・東大苑・西大苑の施設配置や利用の実態などについ

て文献史料からみた報告、『日本書紀』『続日本紀』にみ

る「苑」の特徴や神泉苑誕生の経緯に関する報告、園池配

置の思想的背景についての報告があった。「苑」について

は彼我で規模や意味するものが違うことなどが、改めて

認識された。

平安時代庭園を含む発掘庭園データベースについては

新規データ50作、追記データ27件で更新した。

●遺跡整備研究室の調査と研究

本研究室では、全国各地における遺跡の整備に関す

る調査と研究をおこない、その情報を収集・整理・普

及するとともに、遺跡の保存と活用に関する基本的な

考え方やその実例への適用を検討することを主たる業

務としており、遺跡の保存段階から、整備計画の立案、

整備後の遺跡の公開・活用にいたるまでの総合的過程

を視野に入れて調査研究活動に取り組んでいる。

現在、中心的に取り組んでいるのは「遺構露出展示

に関する調査研究」である。具体的には、特に地下に

埋蔵されていた遺構を露出展示している事例を中心と

して全国的な状況を網羅的に把握し、それぞれに生じ

ている課題及びこれまでの対処に係る実績等を検証す

る作業を基礎として、実りある遺構露出展示のための

基礎的検討を行うとともに、既に遺構露出展示をおこ

なっている事例が抱える課題への対処手法を整理し、

また、これから遺構露出展示を検討する場合の指針案

を提示することなどを目的としている。

2008年 度は、都道府県教育委員会の文化財保護主幹

課の協力を仰ぎ、全国における遺構露出展示の趨勢を

把握するとともに、予備的な現地調査等をおこない、

今後の調査研究の基礎となる「遺構露出展示事例所在

一覧 (基礎調査/未定稿)」 を作成した。

これと並行して、今後取り組むべき課題を検討する

ために、埋蔵文化財センター保存修復科学研究室と合

同で「埋蔵文化財の保存・活用における遺構露出展示

の成果と課題」をテーマとする研究集会を開催した。

この研究集会では、講演と報告を踏まえ、遺構露出展

示を実現し、かつ、適切に維持管理・公開活用を行っ

ていくための諸条件を柱とした討論を行うとともに、

これからの遺構露出展示をさらに有意義なものとする

ための「遺構露出展示データベース」の構築と運用の

在り方、あるいは、管理計画及び管理マニュアルの検

討などに関わる様々な工夫について検討し、今後の調

査研究における成果の具体的指標を明らかにした。

なお、2007年度に開催した研究集会「遺跡の保存管

理・公開活用と指定管理者制度」については、その講

演・報告・討議内容を取りまとめ、報告書として刊行

した。

さらに、地方公共団体等からの依頼に基づき、各地
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で進められている遺跡等の保存と活用に関わる計画立

案、整備事業の実施等をはじめ、地域における文化遺

産の総合的な保存と活用などについて、援助・助言を

おこなった。

埋蔵文化財センターの研究活動

埋蔵文化財センターの 4研究室では、埋蔵文化財に

関係する調査技術や測定機器などの開発研究から応用

研究までをおこなっている。また、国や地方公共団体

からの要請に応 じて、専門的な協力 と助言を実施 して

いる。

●保存修復科学研究室の調査と研究

考古資料の材質・構造の調査法及び保存・修復に関

する実践的研究においては、ガラス製遺物のレーザー

ラマン分光分析に関する文献の収集と標準試料のラマ

ンスペクトルの集積、鉄製品に付着する繊維痕跡のX

線コンピューテッドラジオグラフイ、有機溶剤への溶

解性を利用した漆製遺物の新たな分析手法の確立、木

製遺物の新規処理法の開発のひとつであるリグノフェ

ノール含浸・超臨界溶媒乾燥法におけるスケールアッ

プ実験に取 り組んだ。

一方、遺跡の保存 。整備・活用に関する技術開発研

究においては、遺跡の水分状態を調査する方法を開発

するため、福島市 。宮畑遺跡において、基礎データの

収集をおこなった。また、土壌水分特性を表す不飽和

透水係数を求めるための実験装置を導入 し、データ収

集をおこなった。さらに、遺構土壌を安定化させるた

めの上壌安定化剤を試作 して室内実験をおこなった。

また、遺跡整備研究室との共同して研究集会「埋蔵文

化財の露出展示における成果と課題」を開催した。

受託事業として、長野県千曲市社宮司遺跡出上の六

角木憧保存修復業務委託 (長野県)、 秋田県漆下遺跡

出土漆関連遺物分析調査 (秋田県 )、 重要文化財奈良

県黒塚古墳出土品事前調査並びに保存修理 (文化庁)、

長野県中野市柳沢遺跡出上の青銅器保存修復業務委託

(長野県)、 宝山寺獅子閣材料分析調査 (奈良県)の 5

件を実施した。また、共同研究として、伝持田古墳群

出土遣物の調査分析 (辰馬考古資料館 )、 前原市潤地

頭給遺跡出土準構造船の真空凍結乾燥法による保存研

究 (福 岡県前原市 )、 松浦市鷹島海底遺跡出± 3号掟

の真空凍結乾燥処理に関する共同研究 (長崎県松浦

市)、 北本市デーノタメ遺跡出土漆塗 り土器の保存処

理に関する共同研究 (埼玉県北本市 )、 三野古墳群出

土遺物の調査分析 (立命館大学)の 5件を実施した。

国宝高松塚古墳壁画の保存修理 (文化庁委託)にお

いて、壁画の劣化原因の追究と保存修復に資するデー

タの集積を目的とした壁画材料の分析調査をおこなっ

た。また、大きな亀裂を有する石室石材を拘束するた

めの保護枠ならびに閉塞石を正置した状態で安定化さ

せるための保護枠を製作 した。

●環境考古学研究室の調査と研究

環境考古学研究室では、これまで継続 してきた独自

の環境考古学、動物考古学の研究のかたわら、関連す

る国内外の発掘調査や、その後の整理・報告書の作成

の指導および助言、執筆をおこなってきた。

国内での発掘指導および研究は、新潟県西郷遺跡

(弥生 )、 大阪府大坂城下町跡 (近世 )、 兵庫県宮内堀

脇遺跡 (中世)、 奈良県橿原遺跡 (縄文)、 福岡県博多

遺跡 (中世)、 佐賀県東名遺跡 (縄文)、 長崎県カラカ

ミ遺跡 (弥生)な どを主体とし、特に東名遺跡出上の

動物遺存体の分析、橿原遺跡の鹿角製根挟みや東名遺

跡の鹿角製装身具などの骨角器製作技法の解明に成果

を挙げることができた。海外での調査は、韓国慶南考

古学研究所の実施した、金海蛤見里貝塚発掘報告書の

環境考古学に関する部分の分担執筆をおこなってい

る。

学会等の発表は、明治大学で「海外の貝塚研究一北

欧、北米、西アフリカからの視点―」、鹿児島県立歴

史資料センター黎明館で「出土品から見た薩摩藩の動

物利用」、佐賀県の東名遺跡公開シンポジウムで「湿

地遺跡が語るもの」、山梨県の考古学 と中世史シンポ

ジウムで「考古学から見た動物の利用」、さらに、日

本哺乳類学会では「考古学における家畜の議論と標本」

を発表し、日本考古学協会愛知大会ではシンポジウム

の司会と「弥生時代における狩猟と漁携」を発表した。

海外では、カナダ国バンクーバーで開催されたアメリ

カ考古学会、セネガル国グカールで開催された貝塚ワ

ークショップ、アイルランド回ダブリンでの世界考古

学会議などで座長や発表をおこなった。

また、動物考古学の基礎資料となる現生動物骨格標
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本に、ポニー、口之島牛、オオサンショウウオ、クロ

コダイル、セキショクヤケイなどの入手困難であった

骨格標本を製作、もしくは購入 し、収集標本を一層充

実させることができた。また、これらの標本がより活

用できるよう、F環境考古学 8 哺乳類標本リス ト』

(埋蔵文化財ニュース136号)を刊行した。次年度以降

も他の動物種のリストを公開し、内外の研究者や研究

機関にも利用可能とする予定である。

●年代学研究室の調査と研究

当研究室では、考古学、建築史学、美術史学、歴史

学研究などに資するべく、遺跡出土木材、木造建築物、

木造美術工芸品などの年輪年代調査を実施している。

また、年輪年代学のための技術開発にも積極的に取組

んでいる。

建築史関連 :国宝 1棟 。重文 3棟を含む 7府県下 8

棟の建造物に対 して年輪年代調査を実施した。特筆す

べきは、国宝法隆寺金堂の4歩理にともなう年輪年代調

査である。調査対象とした内陣天丼板 と支輪板の中に

樹皮を剥いだだけの板材が含まれてお り、667年 と668

年に伐採されたヒノキ材が用いられていることが明ら

かになった。この結果は、2004年度に法隆寺西院伽藍

の年輸年代調査を実施した際、金堂の外陣天丼板から

得 られた年輪年代 (667年および668年 )と も一致 し、

この時の成果をあらためて裏付けることにもなった。

美術史関連 :国宝 1点 を含む 7府県下の15躯 の木彫

像ならびに 1点の工芸品に対して年輪年代調査を実施

した。特筆すべきは、山口県長徳寺薬師如来坐像の年

輪年代調査である。解体修理に際してマイクロフォー

カスXttCTと デジタル画像計測による年輪年代調査

をおこなった結果、1067年の年輪年代が得 られた。こ

の像はυい材のみから成るので、造像に際して切削され

た辺材や心材に含まれていた年輪数を考慮すると、11

世紀末ないし12世紀頃とする美術史学的な視点からの

所見に矛盾 しない。

歴史関連 :2府県下 2点の文字資料の年輪年代調査

および樹種同定を実施 した。特筆すべきは、滋賀県栗

東歴史民俗博物館に寄託されている延徳三年 (1491)

と墨書された金勝寺制札の年輪年代調査である。この

制札は心材のみから成 り、調査の結果1438年の年輪年

代が得られた。原木から製材する過程で切削された辺

材や心材に含まれていた年輪数を考慮すると、年輪年

代と制札に書かれた年代が概ね整合 し、年輪年代と歴

史資料との関係を示す好例となった。

技術開発関連 :年輪のデジタル画像計測に関するコ

ンピュータアルゴリズムの特許「木材の年輪箇所検出

方法および年輪幅計測方法」 (特許第4218824号)が成

立した。これは、当研究室で年輪年代学研究を進める

上で欠かすことのできない重要な技術である。

●遺跡 。調査技術研究室の調査と研究

遺跡・調査技術研究室は、遺跡およびその調査法の

研究と文化財の調査技術の開発・応用を主要な業務と

している。

2008年 度は、遺跡およびその調査法の領域では、前

年度にひきつづき、古代の寺院および官衡関連遺跡と

豪族居宅遺跡などの資料を収集整理した。収集・補訂

した資料はデータベース化 し、遺跡の性格や所在地、

文献 目録、おもな遺構 と遺物、建物の詳細データと、

地図や遺跡全体図、建物図面などの画像データを、奈

良文化財研究所のホームページ上で公開している。ま

た、2007年 度に開催 した研究集会「古代地方行政単位

の成立と在地社会」についての研究を進め、論文報告

集を刊行 した。 このほか、文化庁の委託 を受けて、

2010年 3月 刊行予定の『発掘調査のてびき』の作成作

業にもあたっている。

一方、文化財の調査技術の領域では、測量、計測、

探査を中心に活動をおこなった。測量分野では、国内

の埋蔵文化財担当者を対象とする専門研修を実施 し、

計測分野では、山内清男考古資料や生駒市の森家墓所

を計測 して、複雑な形状をもつ対象物や摩滅した碑文

に対する三次元計測の有効性を確認した。また、中国

遼寧省の隋唐期墳墓出土資料のデータ取得を継続する

とともに、調査や整理において現実的に普及可能な廉

価な機器の導入と精度の検証作業をつうじて、その有

効性を明らかにした。そのほか、第 3回DDCH(文化

遺産のデジタル ドキュメンテーションと利活用に関す

るワークショップ)を共催 した。

探査分野では、平城宮や藤原宮のほか、大学や地方

公共団体と連携 。共同して、地中レーダ探査、電気探

査、磁気探査を日本各地でおこなった。水戸市台渡里

遺跡では、正倉の区画溝や倉庫の地業・柱穴を確認し、

建て替えを判読することができた。また、平城宮東方

官衡地区では、木簡廃棄土坑の範囲を確定し、発掘計
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画の立案に寄与 した。これらと並行して、既存の探査

データについても整理を進めている。

国際学術交流

奈良文化財研究所では、現在、中国、韓国、カンボ

ジアの 3カ 国の研究機関と以下の項目に述べるような

学術共同研究を実施している。このほか、アフガニス

タンとイラクを対象とする西アジア諸国等文化遺産保

存修復協力事業や2006年 6月 に発足 した文化遺産国際

協カコンソーシアム (事務局は東京文化財研究所に設

置)のおこなう支援協力事業にも協力 している。2008

年度の各事業の概要は以下の通 りである。

●中国社会科学院考古研究所との共同研究

2008年 度は、2008年 3月 に取 り交わした日中共同発

掘調査の協議書にもとづき、春と秋の 2回 にわたって

共同発掘調査を実施 した。

この共同発掘調査では、河南省洛陽市に位置する北

魏洛陽城の宮城中枢部分を解明することを目標 とし

た。中国側の事前調査では、宮城の正門と太極殿をと

おる中軸線上に、いくつかの建物基壇が存在 している

ことをあきらかにしている。2008年度は正門の北側に

ある 2号門址およびその周辺の状況を確認することと

なった。

春季は門基壇の南北の規模、建物の左右にとりつ く

城壁の様相、基壇周囲の道路遺構の位置の確認を目的

として 5カ所の試掘を実施 した。この調査には 4月 中

旬より5月 末まで研究員 1名 を派遣 した。 5月 末には

さらに 2名の研究員を派遣 し発掘調査状況の写真撮影

と秋季調査の協議をおこなった。

秋季は春季の成果をふまえて 2号門の基壇を全面的

に発掘調査した。発掘調査面積は2400だ である。門の

基壇は現地表下30～40cmの ところで検出した。基壇の

規模は南北23m、 東西45mの長方形で、門の通路が 3

条あり、前面と後面には通路に対応するスロープが 3

基ずつ確認された。また多量の瓦、樽、土器その他金

属製品などが出土 した。秋季の発掘調査には11月 から

12月 にかけて 1名 を派遣 したほか、12月 にさらに 3名

を追加派遣した。また、12月 には所長ほか 2名が共同

発掘調査の視察をおこなった。

2月 末には中国社会科学院考古研究所の副所長ほか

2名 を日本に招聘 し、今年度の成果報告会を開催 し、

調査成果についての検討をおこなったほか、2009年度

の共同調査について協議した。

●中国遼寧省文物考古研究所との共同研究

遼寧省文物考古研究所 との共同研究は、2006年度か

ら朝陽市隋唐墓出土副葬遺物の調査・整理・研究を行

っている。2008年度は10月 11日 から25日 の15日 間と、

3月 7日 から17日 の11日 間、溶陽市の透寧省文物考古

研究所で調査を実施した。いずれも遺物の実見、熟覧

と調書作成、撮影、実測、 3次元測定などの考古学的

調査に加え、自然科学的分析調査を実施 した。調査者

は、秋が所外の研究者も含めて計 8名、冬が所内の研

究者計7名である。

2008年度の調査対象は遼寧省文物考古研究所などに

よって朝陽市で発掘調査された茶須達墓、概布廠墓、

西蔚廠墓、紡績廠墓、双塔小区墓など18カ 所に所在 し

た唐墓の副葬品である。陶偏、陶磁器類、土器類、銀

製品、銅製品、鉄製品、土製品など計156点 の出土遺

物を調査した。

秋期調査における 3次元計測は、作業の効率化を図

るため、大型と小型の 3Dデジタイザを 1台ずつ用意

し測定物の大きさに応 じて使い分け、並行 して測定を

実施した。

自然科学的分析は蛍光X線分析 と顕微鏡による微細

な観察・撮影を行った。蛍光X線分析装置は本体が約

2 kg、 運搬用ケースも含めて総重量約 7 kgの携帯式の

ものを用いた。これは 6月 に天理参考館所蔵陶偏の調

査で試験的に使用 した結果、十分実用にかなうことが

確かめられたものである。今回、装置を固定する治具

を作成 し改良を加えてより実用的にしてお り、初めて

の本格的な運用となった。泰須達墓出上の武士桶、文

吏桶、酪駐偏などの顔料などを分析 した。顕微鏡も運

搬・移動に便利な小型のものを使用した。

11月 には遼寧省文物考古研究所員ほか 6名 を招聘

し、李新全副所長による朝陽市隋唐墓の調査研究の最

新成果について講演会を実施した。

●中国河南省文物考古研究所との共同研究

2008年 度は第Ⅱ期 5カ 年計画の 4年 目にあたり、河

南省文物考古研究所による撃義市白河水地河地区の発
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掘調査で発見された窯址出土品の調査が中心 となっ

た。2008年 5月 には研究員を 3名派遣し、河南省支物

考古研究所において水地河2007年度調査の出土資料を

観察した。また、10月 には飛鳥資料館において「まぼ

ろしの唐代精華―黄冶唐三彩窯の考古新発見―展」が

開催されたのを機に河南省文物考古研究所の研究員が

来所 し、関連遺物の共同調査を実施 した。次いで■月

には、研究員 7名 を河南省に派遣し、図録『白河窯址

考古新発見』のための写真撮影・調書作成をおこなっ

た。調査の対象は白河水地河地区の出土品で北魏青

磁・白磁にはじまり、唐三彩・白磁、窯道具など約

300点 におよんだが、数日間の作業で調査を終え、貴

重なデータを収集することができた。

一方、黄冶窯出土資料の鉛同位体比分析を別府大の

平尾良光氏に依頼 し、その成果報告を2009年 3月 に受

領 した。この成果は2009年度に中文に翻訳のうえで、

黄冶唐三彩窯の正報告に掲載する予定である。

●韓国国立文化財研究所との共同研究

2005年 12月 より大韓民国国立文化財研究所 との間

で、「日本の古代都城並びに韓国古代王京の形成と発

展過程に関する共同研究」というテーマのもとに共同

研究をすすめている。2008年 度はあらたな 3カ 年の初

年度にあたる。今回の共同研究には研究細日として掲

げた 4課題に則して奈良文化財研究所 8名、韓国国立

文化財研究所 9名の研究者が参加し、それぞれが設定

した都城制・考古資料 。古建築 。遺跡整備などに関す

る13件 の研究を開始した。今年度の交流実績は、研究

協議のための招聘 1件、研究員派遣 7名、研究員受け

入れ 9名である。研究員は訪問先において相互に研究

報告を行うことにしてお り、奈良文化財研究所ではこ

れに関連して 4回の報告会を実施した。

2006年 度より開始した国立慶州文化財研究所 との発

掘調査交流では、奈良文化財研究所より研究員 1名 を

2カ 月間派遣 し、統一新羅時代の寺院である四天王寺

址および新羅古墳群のチ ョクセン遺跡等で共同発掘調

査をおこなった。慶州文化財研究所からは研究員 1名

を 2カ 月間受け入れ、飛鳥石神遺跡・甘樫丘東麓遺

跡・平城京跡等において共同発掘調査をおこない、あ

わせて奈良を中心に都城遺跡・古代寺院遺跡の見学を

おこなった。また、研究状況視察のための招聘 1件 を

実施した。

アフガニスタン、イラクを対象とする文化遺産保存

修復協力事業であり、東京文化財研究所と共同で実施

している。本年度は両国とも、治安情勢が良好ではな

いことを鑑み、現地での調査や研4界 は実施せず、日本

における研修をおこなった。

アフガニスタンからは、情報文化省考古学研究所よ

り2名の研究員を招聘 し、奈良文化財研究所において

は 3カ 月間の考古学研修を実施 した。平城宮跡内でお

こなわれている発掘調査に多 くの時間参加 して、遺構

検出、掘 り下げ、遺構実測、遺物の取 り上げなど、発

掘調査の全過程にわたる作業の実際を体験 。引 4少 し

た。またそれらの他に、測量実習や土器を中心とする

遺物の実測実習もおこなった。

イラクからは、 2名 の研究者を招聘 し、奈良文化財

研究所において 1カ 月近 くにわたり、金属製遺物の保

存処理をおこなった。観察からX線を利用 した材質調

査、クリーニング、脱塩処理、強化処理、接合、充

填・補採、パッキングに至る一連の作業である。

●カンボジアAPSARAとのア_ン コール遺跡群西 トップ

寺院の共同研究

2002年 度の覚書調印によってはじまった西 トップ寺

院の調査研究は、2006年度から第ニフェイズに入 り、

中央祠堂隣接地での調査を開始した。

2008年 度も8月 と12月 に発掘調査を計画したが、12

月は経由地のタイ国内の情勢不安により調査本隊の出

発を中止し、調整作業のみをおこなった。 8月 の発掘

調査では祠堂の東南隅部に調査区を設定 し、尊敷遺

構などを発見した。12月 におこなえなかった発掘調査

の代替調査として 1月 に遺物調査をおこなった。建築

班は 8月 に祠堂全体の実測作業をおこない、保存科学

班は 2月 に全体的な調査をおこなった。

招聘事業では 3月 に王立芸術大学を卒業 した若手研

究者 2名 を招聘した。

特筆すべ き事項として、⑭ タダノによる調査4笏復機

材の贈呈があげられる。2008年 5月 に高所作業車スー

パーデッキとクレーン付 きトラックのカーゴクレーン

各 1台が、12月 には移動式クレーンのラフテレーンク

レーン1台の贈呈を受けた。これらの機材は現地で活

動する日本隊への贈呈ということで、今後、有効活用

に向けての当研究所としての体制と事業展開の検討の

必要性が増 して来ている。34



査/運営費交付金

0高妻 洋成 :カ ンボジア王国/08.6.10～

6.13/ア ンコール文化遺産保護共同研究現

地調査/運営費交付金

●肥塚 隆保 :カ ンボジア王国/08.6.10～

614/ア ンコール文化遺産保護共同研究現

地調査/運営費交付金

0森本 晋 :ド イツ連邦共和国 。フランス

共和国/08.610～ 620/バーミヤン遺跡保

護専門家協力会議出席ならびにバーミヤン

遺跡関連資料の調査/運営費交付金

0小林 謙一 :中華人民共和国/08618～

6.21/遼寧省文物考吉研究所との共同研究

打合せ/運営費交付金

0小池 伸彦 :中華人民共和国/08618～

6.21/遼寧省文物考古研究所との共同研究

打合せフ/運営費交付金

0西口 壽生 :中 華人民共和国/08.6.22～

626/河南省文物考古研究所との共同研究

/運営費交付金

0小日 裕樹 :中 学人民共和国,/086.22～

6.26/河南省文物考古研究所との共同研究

′/運営費交付金

●丹羽 崇史 :中学人民共和国/08622～

6.26´′河南省支物考古研究所との共同研究

/運営費交付金

●松井 章 :ア イルランド共和国/08628
～75//ア イルランド回ダブリンにおいて開

催される世界考古学会議への出席 。発表′/

科研費

0平澤 毅 :カ ナダ/08630～716/ユネ

スコ世界遺産委員会出席 /運営費交付金

●石村 智 :カ ナダ 0871～714/ユ ネス

コ世界遺産委員会出席・情報収集/運営費

交付金

●森本 晋 :カ ナダイン0871～716/ユ ネス

コ世界遺産委員会出席。世界遺産視察 /東文

研

●松村 恵司 :大韓民国/08722～ 724/
2008年度発掘調査員研修教育の講演′先方

負担

0青木 敬 :大韓民国/087.22～ 9,19/日

韓共同研究の発掘調査交流のため′/渡航 :

運営費交付金、滞在 :先方負担

0松井 章 :ア メリカ合衆国′ア08724～ 8.4

メ
縄文文化と北米北西海岸先史文化の比較

研究、マッド・ベイ遺跡の発掘に参加し、

出上遺物を検討
′
科研費

0大林 潤 :カ ンボジア王国/0881～ 810

/′ アンコール遺跡群西 トップ寺院の建造物

調査/運営費交付金

●番 光 :カ ンボジア王国/088.1～ 8.10/

アンコール遺跡群西 トップ寺院の建造物調

査/運営費交付金

0杉山 洋 :カ ンボジア王国/0881～814

/ア ンコール文化遺産保護共同研究現地調

査/運営費交付金

0石村 智 :カ ンボジア王国/08.8.1～ 814

/ア ンコール遺跡群西 トップ寺院の現地調

査/運営費交付金

0清水 重敦 :カ ンボジア王国/08,82～

810/ア ンコール遺跡群西 トップ寺院の建

造物調査/運営費交付金

●豊島 直博 :カ ンボジア王国/0884～

8.10/ア ンコール遺跡群西 トップ寺院の建

造物調査/運営費交付金

0島田 敏男 :ベ トナム社会主義共和国/

08.87～ 815.イ 文化庁がおこなっているベ ト

ナムヘの協力事業にかかる、ハタイ省 ドゥ

オンラム村保存協力と、次期協力が検討さ

れているフエ省フクテイク村の予備調査 /´

他機関負担

●千田 岡I道 :大韓民国 0899～ 9,14/「遺

跡出上の建築部材に関する総合的研究」に

かかる資料収集と、韓国研究者との情報交

換 /科研費

●島田 敏男 :大韓民国/0899～ 9.14/′
イ
「遺

跡出上の建築部材に関する総合的研究」に

かかる資料収集と、韓国研究者との情報交

換●科研費

●井上 和人 :ベ トナム社会主義共和国 /

08_911～ 915//国 際シンポジウム「ベ トナ

ムにおける日本学研究促進に向けて」に招

聘され、「日本および東アジアにおける古

代都城建設の歴史的意味」についての研究

を報告する 先方負担

●渡遷 晃宏 :大韓民国
′
08928～ 930/

日韓共同研究にともなう資料調査 渡航 :

運営費交付金、滞在 :先方負担

0馬場 基 :大韓民国/08928～ 105イ 日

韓共同研究にともなう資料調査および、木

簡構文についての意見交換と韓国文字資料

の見学
′
渡航 :運営費交付金、滞在 :先方

負担・科研費

0杉山 洋 :中 華人民共和国
/08102～

108 飛鳥資料館秋期特別展の展示品の借

用/運営費交付金

0加藤 真二 :中華人民共和国/08102～

108/飛鳥資料館秋期特別展の展示品の借

用//運営費交付金

●森本 晋 :タ ジキスタン共和国 0810.8

～1014/タ ジキスタン歴史考古博物館収蔵

資料整理に関する技術協力/運営費交付金

●小林 謙一 :中華人民共和国/08.10.11～

10.15/日 中古代墳墓副葬品の比較研究/科

研費

0金田 明大 :中 華人民共和国/08.10.11～

10.18/日 中古代墳墓副葬品の比較研究/科

研費

0牛 lle 茂 :中華人民共和国/0810H～
1022/日 中古代墳墓副葬品の比較研究/科

研費

0和田 一之輔 :中華人民共和国/081011
～10.22/日 中古代墳墓副葬品の比較研究/
科研費

●児島 大輔 :中華人民共和国/081015～

111/漢代石閉の調査および関連資料の収

集のため/他機関科研費

0小池 仲彦 :中華人民共rll国/081018～

1025/日 中古代墳墓副葬品の比較研究//科

研費

0脇谷 草一郎 :中 華人民共和国/08.1018

～1025/日 中古代墳墓副葬品の比較研究/
科研費

●森本 晋 :キ プロス共和国/081019～
1028′ /ヴ アーチャルシステム・マルチメデ

イア学会出席・発表 /́・ 運営費交付金

0降幡 順子 :中華人民共和国/08.1022～

1025/日 中古代墳墓副葬品の比較研究/科

研費

●丹羽 崇史 :中 華人民共和国/08.1029～

11.1/′ Symposium Celebrating the 80th

Anniversary of Scientiac Archacological

Excavations at Yinxu,Anyang.Chinaに 参

加のため/運営費交付金

●窪寺 茂 :中学人民共和国/08.1029～

112′ 中華人民共和国国家文物局主催・木

造建造物塗装の保存に関する国際セミナー

ヘの参加′/先方負担

●加藤 真二 :中 華人民共和国/08H.2～
119/河北・河南両省における壁画・遺物

の調査テ
/運

営費交付金

●杉山 洋 :カ ンボジア王国 イ08114～

11.9/カ ンボジアにおける共同研究に関す

る調整と打合せォ運営費交付金

●城倉 正祥 :中 華人民共和国/08■ 4～

1226 中国社会科学院考古研究所との漢魏

洛陽城共同発掘調査 /運
営費交付金

●内田 和伸 :大韓民国/0811.6～ 1110/イ

文化遺産の保存と活用の事例調査 /科研費

●林 正憲 :大韓民国/08.11.10～ 11.20

日韓共同研究にもとづ く調査/渡航 :運営

費交付金、滞在 :先方負担

37



0松井 章 :台湾/08H.12～ H.17/台 湾

の在来家畜の考古科学的研究に関する指導

および助言/先方負担

0西口 壽生 :中 華人民共和国/08.■ 13～

1120/河南省文物考古研究所との共同研究

としての黄冶窯・白河窯出土遺物の調査/
運営費交付金

●玉田 芳英 :中 華人民共和国/08.11.13～

■.20/河南省文物考古研究所との共同研究

としての黄冶窯・白河窯出土遺物の調査/
運営費交付金

0森川 実 :中華人民共和国/08.1113～

H.20/河南省文物考古研究所との共同研究

としての黄冶窯・白河窯出土遺物の調査/
運営費交付金

0牛嶋 茂 :中華人民共和国/0811.13～

■.20/河 南省文物考古研究所との共同研究

としての黄冶窯・白河窯出土遺物の調査/
運営費交付金

0小田 裕樹 :中 華人民共和国/081113～

H.20/河南省文物考古研究所との共同研究

としての黄冶窯 。白河窯出土遺物の調査/
運営費交付金

0丹羽 崇史 :中華人民共和国/08■ 13～

■.20/河 南省文物考古研究所との共同研究

としての責冶窯・白河窯出土遺物の調査/
運営費交付金

0井上 和人 :ベ トナム社会主義共和国/
08.1122～ 1126/ベ トナム・タンロン皇城

遺跡保護支援事業にともなう「タンロン皇

城価値評価国際シンポジウム」で報告のた

め/渡航 :他機関負担、滞在 :先方負担

0杉山 洋 :カ ンボジア王国/08.11.26～

129′ /カ ンボジアにおける共同研究に関す

る調整と打合せ/運営費交付金

0森本 晋 :カ ンボジア王国/08H.29～
123/フ ランス極東学院GIS・ データベース

研究会出席/運営費交付金

●清水 重敦 :中華人民共和国/081129～

124/中 国における建造物の保存修理とオ

ーセンティシティに関する現地調査/科研

費

0森本 晋 :ベ トナム社会主義共和国 /

08.123～ 12.8/地理情報技術に関する太平洋

近隣友好協会総会出席/運営費交付金

●箱崎 和久 :大韓民国・08127～ 1213//

日韓共同研究にもとづく古代建築に関する

資料収集/渡航 :運営費交付金、滞在 :先方負

担

0小田 裕樹 :中 華人民共和国ィ08128～

12.19/漢 魏洛陽城における共同調査への参

加/運営費交付金

0高橋 知奈津 :中華人民共和国/08128
～1219/漢魏洛陽城における共同調査への

参加/運営費交付金

0小林 謙一 :大韓民国/0812,10～ 1213

/国際学術大会に参加/先方負担

0高 田 貫太 :大韓民国/0812.10～ 12.14

/韓国国立慶州文化財研究所主催シンポジ

ウム F新羅護国の念願、四天王寺』への参

加と発表/先方負担

0田辺 征夫 :中 華人民共和国/08.1213～

12.19/漢 魏洛陽城共同調査、唐長安城含元

殿の復原基壇等の視察/運営費交付金

0小林 謙一 :中 華人民共和国/081213～

12,19/中 国社会科学院考古研究所との共同

研究/運営費交付金

0中村 一郎 :中学人民共和国/08.1213～

12.19/漢魏洛陽城における共同調査への参

加/運営費交付金

0小 澤 毅 :中 華人民共和国/081213～
12.19/漢 魏洛陽城における共同調査への参

加/科研費

●杉山 洋 :中 華人民共和国/08.1214～

1222/飛 鳥資料館平成20年度秋期特別展借

用品の返却、21年 度春期特別展の写真撮影、

展示品の購入/運営費交付金

0加藤 真二 :中華人民共和国/08.12.14～

1222/飛鳥資料館平成20年度秋期特別展借

用品の返却、21年 度春期特別展の写真撮影、

展示品の購入/運営費交付金

0井上 直夫 :中華人民共和国/08.1214～

12.22/飛 鳥資料館平成20年度秋期特別展借

用品の返却、21年 度春期特別展の写真撮影、

展示品の購入 イ運営費交付金

0栗野 隆 :大韓民国/0812.15～ 1219/

韓回の遺跡の整備・活用に関する現地調査

/渡航 :運営費交付金、滞在 :先方負担

0関 広 尚世 :ス ーダン共和国/09116～

1.27ァ カメイ社会教育財団助成研究の実施

/他機関負担

●森本 晋 :ド イツ連邦共和国 。フランス

共和国 ′09126～ 131/ガ ンダーラ仏教美

術資料調査とバーミヤン遺跡保護に関する

専門家国際会議出席 /運営費交付金

●杉山 洋 :カ ンボジア王国/09129～ 27

/ア ンコール文化遺産保護に関する共同研

究′運営費交付金

●石村 智 :カ ンボジア王国/′ 091.30～ 2,7

アンコール遺跡群西 トップ寺院の調査

運営費交付金

0肥塚 隆保 iカ ンボジア王国 092.3～

2.7イ アンコール遺跡群西 トップ寺院の調査

研究/運営費交付金

0高妻 洋成 :カ ンボジア王国/09,2.3～

2.7/ア ンコール遺跡群西 トップ寺院におけ

る石材調査/科研費

●金田 明大 :カ ンボジア王国/0923～
2,7/ア ンコール遺跡群西 トップ寺院におけ

る石材調査/科研費

0日辺 征夫 :ベ トナム社会主義共和国/
0927～ 212/農村集落保存協力に対するべ

トナム政府からの表彰式出席およびベ トナ

ムにおける遺跡保存の実態調査/運営費交

付金

0井上 和人 :ベ トナム社会主義共和国/
09,27～ 212/農村集落保存協力に対するべ

トナム政府からの表彰式出席およびベ トナ

ムにおける遺跡保存の実態調査/運営費交

付金

0島田 敏男 :ベ トナム社会主義共和国//

092.7～ 212/農村集落保存協力に対するべ

トナム政府からの表彰式出席およびベ トナ

ムにおける遺跡保存の実態調査/運営費交

付金

●児鳥 大輔 :大韓民国/092.8～ 213/統
一新羅時代の仏教美術の調査 /科研費

0森本 晋 :イ ンド/092.11～ 2.21//ア ジ

ャンタ遺跡における仏教壁画の資料調査 /

運営費交付金

0黒坂 貴裕 :中華人民共和国/09217～

224′ /「遺跡出土の建築部材に関する総合

調査」の類例調査/科研費

●金田 明大 :大韓民国/09.218～ 222/

文化財GIS国 際学術シンポジウムにおける

発表および意見交換/先方負担

●杉山 洋 :カ ンボジア王国/′ 09221～ 31

イアンコール文化遺産保護に関する共同研

究 連́営費交付金

●浅野 啓介 :大韓民国 09.223～ 228′ /

日韓共同研究にともなう資料調査 イ渡航 :

運営費交付金、滞在 :先方負担

0小 田 裕樹 :大韓民国 /′ 09.223～ 2.28/

日韓共同研究における資料調査/渡航 :運

営費交付金,滞在 :先方負担

0松 井 章 :ア メリカ合衆国・カナダ

09226～ 34/「植物食に関する北米北西海

岸先史時代と縄文時代の比較研究」に関す

る資料調査/他機関負担

0井上 和人 :ベ トナム社会主義共和国

0931～ 37/ハ ノイ・タンロン皇城遺跡の

調査研究支援 ′・文化庁

0高妾 洋成 :中華人民共和国 /0935～
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37/木製文化財の保存処理に関する資料収

集/運営費交付金

0松井 章 :ラ オス人民民主共和国/093.6

～315/ラ オスにおける家畜、家禽の調査

/科研費

0年嶋 茂 :中 華人民共和国/09,37～ 3.14

/朝陽地区隋唐墓の整理と研究 /運営費交

付金

●城倉 正祥 :中華人民共和国/093.7～

314■ 朝陽地区隋唐墓の整理と研究 /運営

費交付金

0小池 伸彦 :中華人民共和国 0937～
314/日 中古代墳墓副葬品の比較研究 ァ科

研費

●和田 一之輔 :中 華人民共和国ィ/0937～

314/日 中古代墳墓副葬品の比較研究 ′′科

研費

●豊島 直博 :中幸人民共和国/09,37～

314′ 日中古代墳墓副葬品の比較研究 科

研費

●小林 謙一 :中華人民共和国 09311～

317 日中古代墳墓副葬品の比較研究′科

研費

●降幡 順子 :中 華人民共和国
ン
09314～

317/′ 日中古代墳墓副非品の比較研究/科

研費

●加藤 真二 :中 華人民共和国/09316～

320/出土遺物、壁画調査
′
運営費交付金

●森川 実 :中 学人民共和国/09316～
3.20/中 国河南省文物考古研究所との共同

研究 運営費交付金

公開講演会

第102回公開語浸会

2008年6月 28日

◆田辺所長 ミニ講演 :平城宮跡国営公園化

のこと

◆大林 潤 :西大寺食堂院の丼戸と古代

都城発掘調査部が2CIC16年度におこなった、

西大寺食堂院の発掘調査で検出した奈良時

代の井戸の遺物を題材に、遺構や遺物の調

査から判明した西大寺の造営過程に関する

成果を報告した。

創建当初の西大寺に関する文献史料は限

られており、『西大寺流記資財帳』より完

成段階の建物がわかる程度である。発掘調

査では、史料にみえる建物と同規模の遺構

を検出し、その配置計画を明らかにした。

また、井戸からは食品、食器、木簡、瓦な

どの多種多様な遺物が出土し、奈良時代の

西大寺僧の食生活を示す膨大な資料となった。

井戸枠自fFkは 巨大なヒノキの板材を組み

合わせたもので、木材調達や加工方法を知

る上でも重要な遺物であった。講演では、

表面に打たれた刻印に注目し、これらが流

通段階で打たれた可能性が高いことを指摘

した。そして、この刻印にはまだ謎が多く、

解明にはもっと多くの類例を調査する必要

性があることを述べた。

◆窪寺 茂 :造形意識の変革―霊廟建築に

見る装飾意匠とその手法一

私はこれまで、わが国の木造建築に用い

られた木地色付けの技法に関する研究を継

続しており、近世以前に普及していた木地

色付けの中には今日に伝承されていないも

のがあることを把握してきている。また、

色付けそのものが経年の中で失われ、現在

日にする建築の姿が建設当時と大きく変化

している点を指摘 してきている。この双方

の実態を踏まえると、建物の現状を単に見

ることだけを通じて、日本建築の美や建築

文化の特質を論じることは問題が大きいこ

とが理解される。

本講演は、この問題意識に基づきおこな

ったもので、古代から近陛までの代表的な

寺社建築の様相を画像でまず紹介して、建

築装飾の時代相を示した。その上で、近世

寺社建築の本来の姿が今日見るものと乖離

している点を、廃絶した一部の木地色付け

技法を紹介しつつ解説した。

日本建築の姿は時代が進むにつれ多彩さ

を増して来た。その多彩さに、より特徴的

な変化をもたらした装飾技法として、郡材

木地面そのものを美しく見せる色付け技法

があり、これが近世初頭に建築界に出現した。

その建築とは、徳川家光が建築した家康廟、

すなわち日光東照宮の諸社殿建築で、導入

された色付け技法は「唐木色付」と江戸期

に称されていたものである。しかし、その

本来の姿は今日に伝わっていない。近世に

入り普及した木地色付け技法には、ケヤキ

などに見られる木地表面の特徴を際立たせ

るための技法がこの他にいくつかあるが、

これらは発色が消えてなくなる共通点を持

っている。このことを最後に紹介して、歴

史的な建築の特質を把握する難しさを指摘

した。

第 103回公開講演会

2008年 10月 25日

◆田辺所長 ミニ講演 :復原第一次大極殿の

標飾りについて

◆森川 実 :平城宮とその周辺の先史時代

平城宮とその周辺に広がる平城京域を中

心に、これまでの発掘調査で明らかとなっ

た奈良時代以前の遺跡を紹介した。平城京

では、旧石器時代の遺物が数箇所で出土し

たほか、縄文時代の遺物包蔵地・遺構も確

認されてきているが、これら先史時代の遺物・

遺構は発見例がいまだ多くない。一方、弥

生時代になると遺跡数は増加し、古墳時代

の遺跡では巨大古墳のほかに埴輪窯 。自然

流路・住居llLな どが見つかっている。

平城宮内では既往の研究を参考に古地形 (奈

良時代以前の地形)を復元し、その復元図

に各時代の遺跡・遺物出土地点をプロット

した。旧石器・縄文時代の遺物出土地点は

宮内の台地上にあるが、地点の数は少なく、

また原位置ではない。一方、弥生時代の集

落址が宮南辺付近の低地 (沖積地)に 、古

墳時代の巨大前方後円墳・小規模な古墳は

台地上に占地することを再確認した。こう

した奈良時代以前の遺跡は平城京の造営で

多くが破壊されたとみられるが、 8世紀以

前を考えるうえでいずれも重要である。

◆粟野 隆 :洋風庭園と日本近代

近代日本における洋風庭園の様式形成過

程と空間デザインの特徴を通史的に紹介した。

本講演では、明治初期における岩倉全権

使節に代表される海外渡航者の西欧庭園観や、

築地ホテル館庭園、横浜高台英役館庭国な

ど外国人居留地に顕現した擬洋風庭国につ

いて述べ、明治中後期における住宅の近代

化―和洋両館の併置という建物配置形式の

変容―が和洋の折哀空間として「芝庭」を

生み出したことを解説した。また、明治後

期以降は軽井沢や葉山などの海浜・高原等

の近代別荘地の洋風庭園が乗馬やゴルフ等

の近代スポーツレクリエーションに供され

た点に言及し、さらに生活改善同盟会など

が展開した住宅改良運動によって、東京近

郊および阪和,間の郊外住宅地には、「実用

主義Jと いわれる新たな洋風庭園像が模索

されたことを指摘した。あわせて、小平義近、

福羽逸人、市川之雄、田村剛、ジョサイア・

コンドルなど、洋風庭園の空間クリエイタ

ーについても若千報告した。
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研究集会

◆遺漸整備・保存修復科学合同研究集会

2009年 1月 30日～31日

奈良文化財研究所では、毎年「遺跡整

備・活用研究集会」及び「保存科学研究集

会」をそれぞれ文化遺産部遺跡整備研究室

及び埋蔵文化財センター保存修復科学研究

室が企画・実施している。本年度において

は、「埋蔵文化財の保存・活用における遺

構露出展示の成果と課題」のテーマの下、

調査 。計画・技術の観点から密接な関連を

有する両研究集会を合同で開催した。

基調講演では「遺構露出展示の意義と計

画Jと して、広く歴史遺産の観点から露出

展示の意義を捉え、これまで取 り組まれて

きた事例が種類別に検討された。事例報告

では、 《様々な遺構露出展示の実績 と課

題》をテーマとし、 5つ の報告を通じて、

さまざまな観点から、遺構露出展示の成果

と現状の具体的課題が示された。技術報告

では、 ミ遺構露出展示のための調査法》を

テーマとし、 4つ の報告を通じて、遺構露

出展示を検討する場合において必要な調査

とそのための様々な手法などが示された。

総合討論では、「環境条件J、 「遺構条件J、

「展示条件」、「管理条件Jを 柱とした議論

を行うとともに、これからの遺構露出展示

をさらに有意義なものとするための「遺構

露出展示データベース」の構築と運用の在

り方、あるいは、管理計画及び管理マニュ

アルなどに関わる様々な工夫について検討

さオ化た。 (平澤 毅 )

◆文化的景観研究集会 (第 1回 )

2009年 2月 20日～21日

本研究集会は、「文化的景観とは何か ?

―その輪郭と多様性をめぐって一」をテー

マとして開催し、計193名 の参加を得た。

基調講演では、採掘・製造、流通・往来

及び居住に関連する文化的景観を扱うこと

の難しさや農林水産業に関連する文化的景

観における生態学的な留意点等について示

された。

基調報告からは文化的景観保護制度と景

観法との関係が改めて整 lBIさ れたととも

に、最新の取組状況を附まえた,果題や今後

の展望などが示された。

重要文化的景観の保護に関する 5つ の事

例報告では、各地域における文化的景観の

意義や制度運用 十二の課題などが示された。

以上の観点を受けて、第 4部 として総合

討議をおこない、文化的景観の価値の提え

方や保護の在り方、またその意義等につい

て検討した。

今回の研究集会を通じて、これまで農林

水産業に関連する文化的景観と、採掘 ,製

造、流通・往来及び居住に関連する文化的

景観とで別々に議論されてきた「文化的景

観Jを 同じテーマのもとで議論することが

でき、圏域レベルでの景観地保護の可能性

という両者の共通点や、本質的価値として

捉えられる視点などの相違点が明らかにな

った。 (恵谷 浩子)

◆古代庭園研究会

2009年 10月 10日 31日

2008年 度は、「平安時代の禁苑と離宮の

庭」と題する研究会を開催した。研究報告

は、内田和伸「宮殿 。苑地配置の思想的背

景」、北田裕行「隋唐長安城の後図と三苑」、

囲下多美樹「長岡京北苑研究の現状」、長

戸満男「神泉苑の調査J、 吉野秋二「日本

古代の禁苑と離宮 J、 古閑正浩「河陽離宮

と周辺の景観」、鈴木忠司 「雲林院跡の調

査」であった。

古代の文献に「囲Jや 「苑」など庭ぼ|を

示す名称は散見されるが、六国史の中での

「苑」は王官に隣接・附属し、天皐や人王

が領有する “禁苑"と して使用されており、

『日本書紀』にみえる「白錦後苑」、F統 日

本紀』の「松林苑J「南苑」「城北苑」、『日

本略紀』の「神泉苑」は意識して区別する

必要性があることが共通認識となった。唐

長安城の大極宮の北部では四海を意匠した

庭が設けられるなど、日本の禁苑の園池の

意匠をみる上で示唆に宮む事例も報告され

た。 (内田和仲)

◆古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と

伝播

2009年 3月 14日～15日

束アジアの瓦研究は、近年、文様論にく

わえて製作技術に斎日した研究がかなり進

展しつつあるが、現状ではなお総合的な変

遷観が確立されているとはいいがたい①

そこで、2005年 から4年 間にわたり、科

学研究費補助金 (来盤研究A)の交T・lを 受

けて、中国と朝鮮半島 ,日 本の 4～ 7世紀

の瓦をおもな対rFtに 、各国で製作技法を中

心とする訓査をおこなったc

そして、2008年度は、中F・ I社 会科学院考

占T,「究,)千や韓 ll日立中央陣物館 。田立慶州

博物館 。韓神大学校ほかの協力のもとで過

去 3年 間に実施した現地調査の成果に基づ

き、両国の研究協力者を日本に招聘 して、

奈良文化財研究所で 2日 間にわたる国際シ

ンポジウムを開催した。

中国に関しては、五胡十六国から南北朝

をへて隋唐代までの造瓦技術と地域的特徴

およびその変化、さらに元代にいたる変遷

の大綱を提示した。一方、朝鮮半島につい

ては、高句麗のほか、百済の漢城・熊津・

測洸時代や新羅における造瓦技術の展開を

あとづけた。また、中国から朝鮮半島なら

びに朝鮮半島から日本への伝播の実相に関

するとりまとめもおこなった。

上記の研究成果は、シンポジウムで発表

するとともに、成果報告書『古代束アジア

における造瓦技術の変遷と伝lFF』 として刊

行・配布し、公開を図った。参加者は2日

間で139名 に達し、好評を博した。

(小 i早 毅 )

科学研究費等

◆木簡など出土文字資料釈読支援システム

の高次化と綜合的研究拠点データベースの

構築

代表者・渡辺晃宏 基盤研究 (S)新規

2007年 度まで実施してきた「推論機能を

有する木簡など出上文字資料の文字白動認

識システムの開発」 (基盤研究 (S))の 成

呆 (木簡釈読支援システム「MOkkanshOpJ

と木簡文字画像データベース「木簡字典」)

に基づく新規研究である。

木簡字典を踏まえた知識ベースを構築し、

これをMokkanshopを 踏まえた地理的・空

間的な制約を超えた釈読支援システムに活

用する。そしてその成果を再び知識ベース

に生かして知のηξ環を実現し、日本の木簡

の 7割 を調査してきた機関に相応しい研究

拠点機能の構築を図るのを目的とする。

2008年 度は、Mokkanshopの 検索宇書拡充

とユーザインタフェイスの更改、木簡宇ザ(

のデータの地l「x・ 時代を超えた拡充とその

基礎データの蓄積、及びそのリニューアル

の準術、別途開発した遠構年代繊データベ

ースとの連携、知識データベースとその検

索システムの構築、赤外線撮影に適したシ

ステムの開発、東京大学史料編察所の「く

ずし字字典データベースJと の連携準備作

業などをおこなった。

◆日中古代墳墓副葬品の比較研究

代表者・金田明大 基盤研究 (A)継続
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中国遼寧省、遼西地域の唐墓から出上し

た副葬品について、陶偏に施された彩色顔

料の分析等も含めて調査、検討をおこなっ

た。日本列島の墳墓副葬品等にみられる渡

来系遺物や外来的要素のなかで、中国を源

流とすると考えられるものについては、そ

の当時の各地域間における交流のあり方を

反映して、直接的な場合と韓半島を経由し

た場合があることが明らかになった。

◆古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と

伝播に関する研究

代表者・山崎信三 基盤研究 (A)継続

本研究は、古代の中国および朝鮮半島と

日本の瓦について、それぞれの地域ごとに

製作技術の変遷を把握し、国を越えた技術

伝播の様相を解明することを目的としてい

る。最終年度にあたる2008年度は、中国と

韓国の研究協力者を日本に招聘して、 3月
14・ 15日 の両日、国際シンポジウム「古代

東アジアにおける造瓦技術の変遷と伝播」

を開催するとともに、 4年間の研究成果を

冊子として公表した。

◆遺跡出上の建築部材に関する総合的研究

代表者・島田敏男 基盤研究 (A)継続

2008年度は4カ 年計画の 3年 度日で、全

国の出土建築部材データベースの作成を推

進するともに、飛鳥・藤原地区出土の建築

部材および他遺跡出土の建築部材を調査

し、調査を通して出土建築部材の調査手法

の検討もおこなった。また、前年度の研究

集会での討論結果を受けて、調査マニュア

ル的な事例集の作成を目指して作業をおこ

なった。その内容検討のため、全国の研究

者および発掘担当者の方々に集まっていた

だき、研究会を開催した。

◆東アジアにおける家畜の伝播とその展開

に関する動物考古学的研究

代表者・松井章 基盤研究 (A)継続

6月 にアイルランド回ダブリン大学で開

催された世界考古学会議において、世界を

かける湿地考古学 (Wetland Archacology

Across he World)と 題する分科会をアイ

ルランド考古学者と連名で組織し、座長を

勤め、日本および中国の発掘成果について

発表をおこなった。また、 3月 にラオス山

間部の少数民族の、水道も電気もトイレも

無い村に民泊し、焼畑、猪・豚、鶏・赤色

野鶏 (鶏の野生原種)の調査をおこなった。

その期間、豚、大、鶏と共に過ごし、古代

人の生活、斯くありなんの思いを強くした。

◆霊廟建築における荘厳手法の総合的比較

研究

代表者・窪寺茂 基盤研究 (B)継続

本研究は、全国各地の霊廟建築を対象と

した構造・意匠・装飾技法面の調査研究か

ら、霊廟建築の荘厳に関わる設計理論 。手

法を明らかにし、当時の建築文化の実像を

究明することを目的とした。 4年 目にあた

る2008年度は、最終年度に当たる。本年度

は、これまで実施した現地調査の結果を分

析する一方、史料調査等を実施して、研究

成果を報告書に纏めた。本研究による調査

手法・祝点、そして成果が、今後の近世社

寺建築の研究および文化財の修復になんら

かの形で寄与することを期待している

◆打音試験法及びアコースティックエミッ

ション法による石造文化財の劣化診断技術

の開発

代表者・高妻 洋成 基盤研究 (B)継続

打音試験機の打撃装置に改良を加え、打

撃エネルギーの規格化をおこなうことで、

強度に関して有効なデータを得ることがで

きるようにした。アコースティックエミッ

ション法を用いた石造文化財の劣化診断技

術の開発では、長期間、遠隔地においてモ

ニタリングするためにインターネットを用

いる方法を検討した。

◆南都における廃仏毀釈後の資料動態に関

する調査研究

代表者・吉川聡 基盤研究 (B)継続

本研究は、南都の古寺社が所蔵してきた

歴史資料について、本来伝来した場所から

流出した状態で現在保管されている資料群

の性格を明らかにする。 3年 目の2008年度

は、引き続き新修東大寺文書聖教の中村準

一寄贈文書の調査を続行し、最後まで一通

り整理することができた。茶道関係資料な

どを見いだすことができた。また、明治維

新期の日記等を翻亥1し た。さらに、新4笏東

大寺文書聖教のうち、本来東大寺に伝来し

ていた資料群についても整理を進めた。

◆大極殿院の思想と文化に関する研究

代表者・内田和伸 基盤研究 (B)継続

本研究は大極殿院の発掘調査成果を踏ま

え、造営における思想的背景や設計思想な

どを明らかにし、遺構解釈を深め、脈絡の

ある遺跡の見せ方や活用のあり方を探るも

のである。平城宮第一次大極殿院では、宮

殿は宇宙を象り、高御座は地上と天空の結

節点として「天の御柱」を具現している可

能性が高くなった。韓国の慶福宮でおこな

われている「常参議」の再現事業を見学し、

宮殿遺跡の活用の参考となった。

◆マイクロフォーカスXttCTを 用いた

'F破壊年輸年代法による木彫神像の研究

代表者 。大河内隆之 基盤研究 (B)継続

本研究は、マイクロフォーカスXttCT装

置を用いて調査対象の断層画像を撮影し、

得られた画像をもとに非破壊で年輪年代測

定する技術を木造神像彫刻の調査に応用す

るものである。2008年度は、栗東歴史民俗

博物館寄託の神像彫刻群などを奈良文化財

研究所に移送し、同法による非破壊年輪年

代調査を実施した。また同装置による調査

が困難な大型の木彫像については、デジタ

ルカメラで撮影した像表面の画像をもとに

年輪年代調査を実施した。

◆日本初期貨幣史の再構築

代表者・松村恵司 基盤研究 (B)新規

本研究は、近年の出土銭貨資料と文献史

料を基礎に、わが国の鋳造貨幣の誕生と貨

幣制度確立の過程を解明し、新たな視点か

ら貨幣史の再構築を目的とした研究である。

3カ 年計画の初年度にあたる2008年 度は、

宮本銭と無文銀銭、和同開亦に関する研究

史の総括を進めるとともに、平城京出土銭

貨の分析をおこない、銭貨の経済外的使用

法の淵源について考察した。特に条坊側溝

や宮内基幹水路の出土銭貨の分析では、そ

れらが祓えに伴う散銭として使用された可

能性が高まり、散米などの代替物としての

使用が想定された。また平城京内の鋳銭工

房の分析では、各地の鋳銭司へ供給した種

銭を生産した官営工房である可能性が浮上

した。平成21年 3月 7・ 8日 の両日に、研

究集会「出土銭貨研究の課題と展望」を開

催し、弥生・古墳時代から平安時代に及ぶ

出土銭貨研究の論点について、多角的な議

論をおこなった。また研究集会の記録集

「和同開弥をめぐる諸問題 (三)Jを 刊行 し

た。

◆東アジアにおける武器・武具の比較研究

代表者・小林謙― 基盤研究 (C)繰越

新たに公表された資料に基づき、中国に

随唐墓出土資料調査風景
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おける武具の年代観や系譜関係について修

正、再検討するとともに、韓回、日本の武

具の系譜関係についても再検証した。東ア

ジア各地域における武装の相違は、戦聞方

法の違いであり、なかでも、日本では、列

島内における戦間に対処する装備として、

外来の要素を導入しつつ、整えられてきた

状況が明らかになった。

◆日韓出土土器による 3。 4世紀国際交流

の研究

代表者 。次山淳 基盤研究 (C)継続

日本列島の弥生時代終末から古墳時代前

期にあたる 3・ 4世紀において、中国大

陸・朝鮮半島をはじめとする東アジア諸地

域との間にさまざまなかたちの交流があっ

たことは、彼我の多様な考古資料と『魏志

倭人伝』等の文献史料の記載からうかがい

知ることができる。本研究は、考古資料、

なかでも土器を主たる材料として、当時の

日本列島と朝鮮半島の交流のありかたを考

察しようとするものである。今年度は、日

本列島出土の朝鮮半島系土器資料について

分布傾向を中心に検討し、対馬・壱岐をの

ぞく九州以束の西日本において現在までに

公表された朝鮮半島系土器資料77遺跡■83

点余のデータを掲載した『 3・ 4世紀を中

心とする西日本出土朝鮮半島系土器資料集

成』を作成した。

◆蓄積型自然放射線量とX線分析による古

代ガラス・セラミック材質の考古科学的研

究

代表者・降幡順子 基盤研究 (C)継続

古代ガラス・セラミックスの材質調査か

ら、当時の流通・技術伝播や日本国内での

材質の変遷を併せて考察していき、当時の

産業・技術史的な流れを明らかにしていく

ことを目的としている

2008年度は流通や伝播を知る一つの方法

として、国内の 4府 県18遺跡から出上した

弥生時代後期から古墳時代後期のガラス約

1400点 について材質の時代的な変遷や加工

方法の調査をおこなった。主に紺色の着色

材料などに着目して出土遺物の分類をおこ

ない地域的 。時代的な変遷に関するデータ

を得た。イメージングプレー トを用いた

AR法によるガラス材質の迅速な識別化と

しては、PSL値の変動が許容される範囲に

あるかどうかを検証するために、X線分析

結果とのクロスチェックをおこなった。

◆律令国家の国部制成立過程に関する考吉

学的研究

代表者・山中敏史 基盤研究 (C)継続

2008年度は、 7世紀段階の官衛関係遺跡

の発掘調査資料を収集し、掘立柱建物の平

面規模・構造・変遷等についてデータベー

ス化を進め、建物規模・構造等の比較検討

を進め、前期評段階における頻繁な構造変

化の存在を確認した。また、国衝遺跡の初

現期は 7世紀第四半期に遡る例が見られる

が、国衛としての格式を整えた回庁成立時

期は8世紀に下ることを再確認した。また、

弘福寺領讃岐国山田郡田図にみられる山口

郡と香川郡との郡界線比定地などの現地踏

査をおこない、評成立における歴史地理的

環境について検討した。また、『和名類衆

抄』にみえる隣接する郡の共通する名の郷

について地図上でその位置を検討し、それ

らには郡界線を挟んで立地する例が多いこ

とを明らかにし、もともとは地理的に一体

の生活圏にあった地域が、郡界線の設定に

よって人為的に分断され、両郡に故知の郷

名を残すことになったことを推察した。

◆文化的資産としての名勝地の概念とその

適用に関する基礎的研究

代表者・平澤毅 基盤研究 (C)継続

本研究は、記念物の一類型である「名勝

地」について、その概念の具体的資産への

適用と保護の在 り方を検討するための総括

的資料の作成を含む基礎的な研究をおこな

うものである。今年度は、資料の1え集・整

理を進めるとともに、関係機関との協議を

通じて把握した全国的な状況について検討

を行った。また、 4人 の専門家とともに

「文化的資産としての名勝地に関する座談

会」を開催した。

◆青銅製察器の生産と流通からみた弥生時

代の社会変化の研究

代表者・難波洋三 基盤研究 (C)転入

2008年度は、唐古・鍵遺跡出土の鋳造関

係遺物を中心に資料調査をおこなった。そ

の結果、この遺跡では、外縁付鉦 2式から

扁平鉦式新段階にかけて、一対耳四区袈裟

欅文銅鐸が作 られたことが明らかになっ

た。この遺跡で作られた銅鐸群は、製作数

が少なく中心的な群ではないので、唐古・

鍵遺跡での銅鐸生産は一貫して地方的で小

規模なものにすぎなかったと評価できる。

後に倭王権の中枢となる大和は、弥生時代

からすでに他の地域よりも有力であったと

する説がある。しかし、2008年度の研究か

らは、近畿式銅鐸やその成立の核となった

銅鐸群がこの遺跡で作 られたとの見解は、

否定せざるをえない。なお、この研究成果

は、本年度末刊行の唐古・鍵遺跡の調査報

告書に論文として公表した。

◆古代の鉛調整加工技術に関する考首学的

研究

代表者・小池伸彦 基盤研究 (C)新規

本研究は、製品の分析のみでは不明であ

った古代の中央官営工房における鉛調整・

加工技術について究明することを目的とす

る。すなわち平城宮内の工房における鉛の

精錬・精製技術等の有無や内容と変遷過程

を明らかにし、 7世紀後半あるいは平安時

代の鉛関連技術との比較検討を行い、その

系譜をたどろうとするものである。2008年

度は平城宮東南隅出土冶金関連遺物の再検

討を実施した。

機璽‰
平城宮東南隅出土鉛滓

◆東アジアの鉛釉陶器―考古資料にみる鉛

釉陶器生産と唐三彩の影響―

代表者・神野恵 着手研究 (B)中断

2008年度はとくに大安寺出上の陶枕につ

いて、再整理をおこなった。これらの生産

地を考えるうえでの基礎データとして、全

点の実測、写真撮影をおこなった。また、

大安寺の陶枕は罹災により表面が焼けただ

れ、文様が不明瞭なものも多いが、これら

についてコンピュータX線撮影 (CR)を
おこない、一部は文様構成を明らかにする

ことができた。

◆飛鳥藤原出土木簡の資料的検討と官司運

営の復元

代表者・市大樹 着手研究 (B)継続

2007年度に引き続き、飛鳥・藤原地域か

ら出土した木簡の資料的検討を進めた。出

土したばかりの木簡は、『飛鳥・藤原宮発

掘調査出土木簡概報22』 、『木簡研究30』 で

報告した。過去の調査で出上した藤原京木

簡2173点 は、木簡図録『飛鳥藤原京木簡

2-藤原京木簡 1」 にまとめ、高精細の写

真、最新の釈文・解説を提示した。衛門

府・右京職の活動を示す木簡が多数あった

ことから、木簡をもとに官司運営のあり方

を検討し、結論の一部は総説に盛り込んだ。

◆古代東アジアにおける火葬習俗の伝播に

関する基礎的研究

代表者・小田裕樹 若手研究 (B)継続

研究最終年度にあたる2008年度は研究成
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果の発表に重点を置き、大阪歴史学会例会

および中国で開催されたSEAA2008大会に

て研究報告をおこなった。本研究により、

古代東アジアにおける火葬の伝播過程に

は、①仏教を基層とした伝播と②都城制や

「喪葬令」などの律令制度と密接に関わる

伝播の二つがあることを見出した。また、

その背景として僧侶の活動や当時の国際関

係における支配者層の国家意識などが関わ

っていた可能性が高いと考えた。

◆東アジアにおける文化遺産のオーセンテ

ィンティに関する比較研究

代表者・清水 重敦 若手研究 (B)継続

最終年度にあたる2008年度は、韓国及び

中国における文化遺産の保存に関する現地

視察をおこない、回頭発表、学術論文、図

書において、日中韓における文化遺産のオ

ーセンティンティに関する考え方の比較成

果を報告した。韓国については、ソウル崇

礼門 (南大門)火災後調査につき、担当者

との情報交換をおこない、中国については、

山西省北部における歴史的建造物の保存、

修復状況の現地視察をおこなった。

◆倉の立地から見た集落構造とその景観文

化 :群倉型集落を事例として

代表者・黒坂貴俗 若手研究 (B)継続

2008年度は、奄美大島大和村において現

存する群倉の調査をおこなった。加えて村

内全集落において群倉がかつて所在した場

所を聞き取 り調査し、立地特性の分析をお

こなった。これまでに調査をおこなった地

域を併せ、狭脆な集落の土地利用における

群倉の位置付け、生業形態との関係性、そ

れぞれの地域特性について明らかにした。

こうした成果により、未解明であった群倉

について研究を深化させる道筋をつけられ

た。

◆宙代都城儀式の歴史的変遷にかんする研

究

代表者・山本崇 着手研究 (B)継続

本研究は、古代都城の中枢に位置する大

極殿 とそこでおこなわれる儀式の変遷を、

成立から終焉段階までを対象として再検討

せんとするもので、F大内裏図考証」 (1788

年)を 超える史料集の完備とそれを踏まえ

た都城遺跡の活用方法の検討を課題として

いる。2008年度は、既刊史料集 (稿 )を補

訂する史料収集を続けるとともに、申請者

が執筆を担当する大極殿関係刊行物 (2010

年度刊行)の原稿を作成した。

◆定住民と遊牧民における埋葬体系の比較

研究―ヨルダン南部を例として一

代表者・橋本 裕子 着手研究 (B)継続

ヨルダン南部、前期青銅器時代 (EBI期 )

の定住民Bab edh―Dhrが 遺跡出土人骨を観

察し、EBI期 の遊牧民人骨と比較した。本

遺跡の人骨は、骨格が極めて頑丈な集団で、

特に下肢骨は付柱の形成が著しく、筋肉が

強 く発達 した体格をしていた。当地域の

EBI期 では定住民は頑丈型、遊牧民は華奢

型と大別できる。遊牧民のTarat Abydah

ケルン群人骨は、華奢型ながらも下肢の方

が筋発達した体格で、定住民と類似する。

以上から、同時期・同地域の遊牧民は、埋

葬方法や生活様スタイルも多様化 してお

り、また定住民と遊牧民にも類似する生活

スタイルがあった可能性が確認できた。

◆銅鏡にみる古代東アジアの文化交流

代表者 。中川 あや 若手研究 (B)継続

研究 2年 目にあたる2008年度は、平安時

代に日本で主体的に製作された瑞花双鳳八

稜鏡の出土資料集成を行うと共に、全国の

中でも特に集中して出土している栃木県日

光市男体山での資料観察・実測を行い、文

様や法量、鋳上がりが非常に多様な鏡群で

あることを確認した。また、時期的に併行

する韓国高麗時代の鏡の様相について研究

会で回頭発表した。

◆縄文時代における、縄文原体からみた社

会構造変化

代表者・石田由紀子 若手研究 (B)継続

本研究は、縄文土器にほぼ普遍的に存在

する施支具である縄文原体の動向から当時

の社会構造変化を探るものである92年 目

となる2008年度は、昨年度収集した報告書

のデータをもとに、中国地方において資料

調査を実施した。その結果、中津式期では

中期末以来の従来の地域性を保持 しつつ

も、縄文の撚 り方向、および太さの上では

徐々に周辺地域と一体化していることを確

認した。また、研究成果の一部を関西縄文

文化研究会で発表した。

◆木簡の橋文・文字表記パターンの解析・

抽出研究

代表者・馬場基 若手研究 (B)新規

本研究では、個別的・感覚的に指摘され

てきた、木簡の構文パターン・表記・形状

等の特徴を、数値データによる検討を加え、

総合的に整理・抽出し、体系化を試みる。

2008年 度は、釈文データにタグを付し、

画像上の位置情報と連携させるソフトの開

発と、F平城宮木簡』 1～ 6所収木簡のタ

グ付け準備作業を完了した。

◆弥生 。古墳時代における東アジア墳墓出

土鉄製武器の比較研究

代表者・豊島直博 着手研究 (B)新規

本研究は、日本の弥生・古墳時代の墳墓

から出土する鉄製武器の起源を探るため、

中国と朝鮮半島の武器と比較することを目

的とする。2008年 は研究の初年度に当たり、

発掘調査報告書をもとに中国と朝鮮半島の

武器を集成した。

さらに、新たな比較研究の視点を探るベ

く、おもに西日本の吉墳から出上した刀剣

の資料調査をおこなった。刀剣の国産化に

ついて、古墳時代中期が大きな画期である

と考えるに至った。

◆古代工房の復原的比較研究―埴輪・須恵

器・瓦の工房を中心に一

代表者・城倉正祥 若手研究 (B)新規

本研究は、工具痕分析を武器として埴

輪・須恵器・瓦の工房を具体的に復原し、

古墳社会から律令国家成立に向けての主工

業生産の発展を通時的に位置付けることを

目的とする。今年度は主に関東地方を中心

に埴輪・須恵器の分析をおこなった。その

成果の一部は、「北武蔵における埴輪生産

の成立と展開」『古代文化』第60巻第 1号

に論文として、また『埴輪生産と地域社会』

学生社に単著としてまとめた。

◆古代中世東アジアにおける八角塔・八角

堂の構造と意匠に関する研究

代表者・箱崎和久 若手研究 (B)新規

2008年度は日本を中心に八角堂・六角堂

の資料収集をおこなった。群馬県伊勢崎市

の三軒屋遺跡で近年発見された 7世紀後半

～ 9世紀の人角建物は、正八角形でない総

柱の平面をもち、現存建物に見られない形

式だが、寄棟造の校倉と考えられる。現存

する中世までの多角形堂のうち、各辺に直

交する組物を挺出させるのは、輪蔵を含め

ると禅宗様系の 4件だが、安楽寺八角三重

塔を除けば、構造と関係のない見せかけの

組物となる。

奄美大島大和村の群倉
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◆近世建造物の年代測定を目指した日本産

ツガ属の年輪年代学的研究

代表者・藤井裕之 若手研究 (B)新規

ツガ (ト ガ・栂)は古建築の用材として

おなじみの木であるばかりでなく、年輪年

代法の対象として有望視されてきた樹種で

もある。本研究では国産のツガ類における

年輪年代法の実用化をめざし、基礎的事項

の整理と解明をすすめている。2008年度は

現生木の収集を図りつつ、複数の近世建造

物で部材の年輪を計測。パターンの同調性

などを検討した。

◆南都諸大寺の中世寺院への転成週程に関

する建築史学的研究

代表者 。大林潤 若手研究 (B)新規

本研究は、平城京の諸大寺が中世南都の

諸寺院へと変遷していく過程を検討するも

ので、主に伽藍配置や建築の性格を対象に、

建築史学的方法と、発掘調査による知見、

文献史料の検討をおこなうことを課題とす

る。2008年度は南都緒寺院の発掘調査資料

を収集し、データベース化作業を進行して

いる。

◆近代日本における洋風庭園の様式形成週

程と空間デザインに関する研究

代表者・粟野隆 若手研究 (B)新規

本研究は明治・大正・昭和前期における

洋風庭園の様式形成過程と空間デザインを

系統的に整理することを目的とする。本年

度は、近代に刊行された雑誌、絵葉書、写

真帖などを中心に、洋風庭園に関連する史

資料類を収集・整理した。また、近代の外

国人居留地のひとつである函館、長崎の洋

風庭園の現地調査を実施した。以上の成果

は、奈文研公開講演会や京都造園懇談会等

の研究会で報告した。

◆加飾壷の成立・展開からみた古墳祭祀の

創出週程

代表者・廣瀬覚 着手研究 (ス タートアップ)

継続

2007年度の西日本地域に引き続き、2008

年度は東日本地域を中心に加飾壷および関

連資料の集成を実施し、全国的な資料集成

がほぼ完了した。これに基づいて、加飾壷

の型式分類を再検討し、遺跡 (古墳)ご と

の出土状況を整理した。また、瀬戸内地域

を中心に、出土資料の見学調査を実施し、

加飾壷の地域的展開の具体相について考察

を深めた。

◆動物遺存体に残された解体痕跡の基礎的

研究

代表者・山崎健 者手研究 (ス タートアップ)

新規

本研究は、遺跡出上の動物遺存体に残さ

れた痕跡から、その利用目的や解体方法と

いう動物資源利用の実態を論じていくこと

を目的とする。

初年度である2008年度は、北海道でエゾ

ジカ猟に帯同して解体行動の調査をおこな

った。そして、解体されたエゾジカの骨格

標本を製作し、解体行動とその結果として

骨に残された痕跡との相関関係を明らかに

した。研究成果の一部については、考古学

協会や動物考古学研究集会において発表し

た。

雪中でのエゾジカ解体

◆更新世末期の社会変化の研究

代表者・国武貞克 若手研究 (スタートアッ

プ)新規

本研究は、1日 石器時代の移動生活を基本

としたバンド社会から、縄文時代の定住生

活を基本とした部族社会に至る社会変化

を、居住形態の変化を追跡する視点から解

明することを目的としている。2008年 は、

関東地方の旧石器時代の主要な石材産地で

ある栃木県高原山黒曜石原産地遺跡の発掘

調査をおこない、縄文時代草創期の大型の

槍先形尖頭器の製作llLを 検出し、良好な資

料を入手した。また関東地方の主要な1日 石

器時代遺跡から出土した黒曜石製石器の産

地分析をおこない、石材獲得活動の通時的

な変遷を分析するための基礎資料を得た。

◆東大寺の成立過程の研究

代表者・児島大輔 特別研究員奨励費 継続

本研究は、日本美術における古典の形成

期と重なる東大寺の成立過程を明らかにす

ることを目的とする。本年度は東大寺、山

口・阿弥陀寺等の木彫仏の年輪年代測定を

おこなったほか、奈良時代の仏教美術作品

と統一新羅期の作例との比較検討および東

大寺慮舎那仏に献納された正倉院宝物の研

究を中心におこなった。成果として木彫仏

の年輪年代測定結果、正倉院宝物袈裟に関

する論文を発表した。

◆目録学の構築と古典学の再生―天皇家・

公家文庫の実態復原と伝統的知識体系の解

明―

代表者 。東京大学史料編纂所教授 田島 公

(渡辺晃宏)学 術創成研究費 継続

研究補助ツールの充実の一つ として、

『日本古代人名辞典』の増補 。改訂のため

の「木簡人名データベース」の構築などを

担当している。

奈文研木簡データベースからデータを抽

出し、2007年度開発した人名データベース

作成ツールにより編集を開始した。

抽出項目に加え、木簡表記、項目名、よ

み、氏・名、説明、遺構年代、書籍版巻 。

貢などの項目を新たに作成している。 この

うち、遺構年代については、報告書などに

基づく「木簡出土遺構年代観データベース」

を作成し、今後連携を図る予定である。

なお、名寄せの結果、 1万 人程度の古代

人名を立項できるとの見通しを得た。

(渡辺晃宏・古藤真平)

◆徳

'I‖

署軍親族遺体のデジタル保存と考古

学的 。人類学的分析一大奥の実態に迫る一

代表者・独立行政法人国立科学博物館・人類

研究部名誉研究員 馬場 悠男 (松井 章)基盤

研究 (B)新規

寛永寺の谷中墓地の改修に伴い、発掘さ

れた徳川将軍家、特に大奥関係の埋葬者の

研究を科学博物館の人類研究部と共同でお

こなっている。 5月 には発掘中の谷中墓地

を訪問し、遺存状態、副葬品などを観察し、

科学博物館にて打ち合わせの後、取 りあげ

られた遺骨に付着した土壊サンプルを採取

した。好評のNHKの大河 ドラマ「篤姫」に

ゆか りの人物の名前や実際の遺骨もあり、

今後の研究の進展が楽しみである。
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学会・研究会等の活動

◆埋蔵文化財写真技術研究会

2008年 7月 4。 5日 に第20回総会および研究会をおこなっ

た。

づくり」と題するシンポジウムを奈良大学講堂でおこなっ

た。行政担当者からの基調報告があり、パネリスト5名 に

よるパネル討論をおこなった。 (内田 和仲)

◆木簡学会研究集会

2008年 12月 6。 7日 、第30回木簡学会総会・研究集会を

平城官跡資料館講堂において開催した (参加者179名 )。 6

日は総会後、「歌木街とその周辺」と題して、近年注目を

集める万葉歌木簡を総合的に検討した。宮町遺跡 (鈴木良

章氏 (甲賀市教育委員会)。 栄原永遠男氏 (大阪市立大学))、

石神遺跡 (森岡隆氏 (筑波大学〉)、 馬場南遺跡 (伊野近富

氏 ((財)京都府埋蔵文化財調査研究センター))の万葉歌

木簡の事例紹介と、これをめぐる 3本の研究報告 (犬飼隆

氏 (愛知県立大学〉「木簡に「歌」を書くこと」、乾善彦氏

(関西大学)「歌表記の仮名使用」、鈴木景二氏 (富山大学〉

「仮名木簡と墨書土器」)|こ より、新しい木簡の世界を開く

ことができた。

7日 は山本崇「2008年全国出土の本簡」で木簡出土状況

を概観した後、前岡孝彰氏 (但馬国府国分寺館)に よる兵

庫県豊岡市祢布ケ森遺跡 (但馬国府推定地)出土木簡の報

告と、同詩経木簡に関する多田伊織氏 (皇學館大学)の補

足報告、鈴木敏則氏 (浜松市教育委員会)に よる静岡県浜

松市鳥居松遺跡出土木簡の報告があった。なお、会誌『木

簡研究』第30号 を編集 。刊行した。 (担当 :馬場 基)

(渡辺 晃宏)

◆条里制・吉代都市研究会

2009年 3月 7日 ・ 8日 の両日、第25回条里制・古代都市

研究会大会が、奈良文化財研究所平城宮跡資料館講堂にお

いておこなわれた。 1日 目は「聖武の造営した宮都」をテ

ーマに、小笠原好彦氏「聖武と都城の造営」、森下衛氏

「恭仁宮跡の発掘調査」、佐藤隆氏「後期難波宮をめぐる諸

問題」、鈴木良章氏「紫香楽宮をめぐる諸問題」、渡辺晃宏

「前期平城宮から後期平城宮へ」の報告がおこなわれた。

翌日は、藤原宮跡、高松市屋島城跡、宮城県東山官行遺跡

群、秋田県払田柵跡と周辺条里、ベトナム・ハノイ・タン

ロン皇城遺跡に関する最新の調査研究成果が報告された。

(山本 崇)

7月 4日 :総会 参加者84名 (含委任状)

者61名 「光を見る～自然の光～鎌倉大仏」

氏 ;神奈川県立博物館)

講演「研究会20周年によせて」 (佃 幹雄氏 ;

(牛嶋 茂 ;研究会会長)

。講演 参加

(井上久美子

研究会顧問)

7月 5日 :参加者58名 ・発表「デジタル文化財写真への

みちすじ」 (研究会デジタル部会)

講演「デジタルメディアの耐久性について」 (野島悟氏 ;

パルステックエ業)

講演「ポジフイルムからのモノクロ印刷」 (宮 内康弘

氏 ;岡村印刷工業)

第20回の総会は役員改選にあたり、勝田 徹新会長を選

出した。幹事など執行郡体制も一新して若返 りを図った。

一日目の講演は井上久美子氏による鎌倉大仏の撮影につ

いての講演をいただいた。会場後方には井上氏の大仏写真

を展示し、ミニ写真展とし、会場に花を添えた。

二日日は研究会としての方針転換を示すデジタル部会の

発表「デジタル文化財写真へのみちすじ」と題した部会発

表をおこなった。部会では参加者持ち込みのDSC解像度テ

ス トもおこなった。午後からはメディアの耐久性や白黒印

吊1の現状などこれまでの認識を改めて考え直させ られる講

演を野島氏 。宮内氏からいただいた。

研究会も20回 の節目を過ぎ、新しい体制・スタンスで今

後の文化財写真を担うことが出来る存在で有 り続けたいと

考えている。 (中村 一郎)

◆日本遺跡学会

「遺跡と地域コミュニケーション」をテーマに、2008年

H月 29。 30日 に日本遺跡学会2008年度大会をおこなった。

初日は平城宮跡資料館で木下岡〕氏が「英国における遺跡の

保全と地域コミュニテイの役害!」 と題する基調講演をし、

山中鹿次「歴史遺産を活用したランエング大会の動向と課

題」、佐藤晃―「遺跡整備 。町並み保存からみえるもの」、

持永正夫「語 り継ぐ地域遺産一秩父全体を博物館に一」、

本吉春雄「遺跡を活用した地域おこし―オホーツクの古代

遺跡と博物館を訪ね体験するたび一」、山下史朗「遺跡と

人と地域をつなぐ―兵庫県立考古博物館の取り組み―」と、

各氏からの報告があり、総合討論をおこなった。二日目は、

朝日新聞との共催で「平城宮跡の国営公園化と奈良のまち
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文化庁が実施する宮跡復原整備事業等
への指導・助言・協力等

●平城宮跡の整備

平城宮跡の整備について、文化庁および文部科学省大

臣官房文教施設企画部参事官付平城宮跡整備事務所に対

し、指導 。助言をおこなった。最大の事業である第一次

大極殿正殿復原事業については、設計・施工・監理業務

に関して協力をおこなっている。2008年 は、設計につい

ては、扁額の復原研究をおこなうとともに、内外の研究

者による扁額検討会を開催 し、扁額の復原設計に姑 して

協力をおこなった。同時に、現在進行中の施工にかかる

指導を随時おこなった。また、2008年 9月 20日 ～ 9月 23

日に文化庁主催で開催 された、第一次大極殿正殿復原工

事現場見学会に協力をおこなった。

なお、第一次大極殿は2009年 3月 現在、棟には金色の

鴫尾 と大棟中央飾 りがあが り、主要な工事はほぼ完了 し

た。2009年 春からは大極殿を覆っている素屋根の解体が

始まり、秋頃にはいよいよその雄姿が現れる予定である。

素屋根の解体後は、壁の仕上げ・彩色や設備工事等、最

終的な仕上げ作業がおこなわれる。秋からは、内部の小

壁 (上部の壁)に、天丼に描かれた蓮の花の原画を描い

ていただいた日本画家の上村淳之先生の手 自らによっ

て、四神および十二支が描かれる。そして、2010年春に

は完成する予定である。

また、平城宮跡の国営公園化にともない、今後整備事

業を推進する国営飛鳥歴史公園事務所に対 しても、整備

計画策定等について資料提供および助言をおこない、協

力をおこなっている。 (島 田 敏男)

2007年度に実施 した石室解体事業に引き続 き、仮整備

の資料収集を目的とした発掘調査を、平成20年 7月 1日

から21年 2月 13日 まで、文化庁の委託事業 として実施 し

た。調査の対象は古墳の南半部で、築造時に造成された

基盤面の南端 と墳丘ならびに丘陵斜面の関係を明らかに

し、墳丘の裾をめぐる周溝の南面の状況を確認すること

に調査の主眼を置いた。また、仮整備事業で昭和49年 に

建設された保存施設を撤去することになったため、撤去

工事の立会をおこない、施設撤去後に墓道部壁面の再調

査を実施 した。

墳丘南東部の調査では、墳丘裾をめぐる幅2.8～ 4mの

周溝を検出し、直径23mの 円墳 とした平成16年度の墳丘

復元案の妥当性を追認 した。周溝の南端は、丘陵下に広

がる谷水田の造成時に大 きく削 り取 られていたが、その

開削面で、周溝に注 ぐ石詰め暗渠を発見 した。石詰め暗

渠は、石室をはさんで東西対称の位置にあ り、石室の周

囲にコの字型に配置されている模様。墳丘南西斜面では、

大規模な地滑 りの跡を発見するとともに、古墳本来の形

状が失われていることを確認 した。また、開削面で、古

墳築造時に埋め立てられた谷の存在を確認 し、古墳の築

造に際 して、大規模な地形の改変と造成がおこなわれて

いる事実を明らかにした。

以上のように、今回の調査では、古墳築造時の南面の

姿を明らかにすることはできなかったが、古墳の残存状

況が明らかになるとともに、旧地形や古墳の築造工程に

関する貴重な資料を得ることができた。  (松 村 恵司)

12月 1日 )



0キ トラ古墳出土遺物の調査研究

キ トラ古墳関係の事業では、石室内外より発掘調査に

よって出土 した遺物に対 して、分析 と保存処理、および

展示活用のための作業を進めた。

石室内から出土 した琥珀玉に関しては、産地等の分析

を引き続 き進めるとともに、劣化が著 しいものに対 して

保存修復をおこなった。また、刀装具は復原品の作成を

行い、展示活用に備えた。

石室内外より出土 し、保存処理が完了した石室石材破

片については、接合と修復作業を行い、石室南壁の欠損

部分として復原 した。石室内面にあたる部分には、漆喰

が残存 している箇所がそのまま見られる。また、西壁 と

の接合部の面取 りもよく観察できる。これは仮設保護覆

屋内で管理され、一般の人には見ることのできない石室

の実物資料として、展示活用の重要な材料である。これ

に関しては記者発表をおこない、藤原宮跡資料室で公開

した。 (玉 田 芳英)

発掘調査現地説明会・見学会

◆2008年 6月 フ日(土 )

平城第431次 (平城宮第一次大ITR殿 院南面回廊)発掘調査

都城発掘調査部 (平城地区)考古第二研究室   森川 実

参加者人数 :8M人  調査面積 :630∬

◆2008年 6月 30日 (月 )～フ月2日 (水 )

飛鳥藤原第 153次 (藤原宮朝堂院朝庭)発掘調査の現場公開

参加者人数 :965人  調査面積 :約 1,650だ

◆2008年 9月 27日 (■ )

飛鳥藤原第 153次 (藤原宮朝堂院朝庭)発掘調査

都城発掘調査部 (飛鳥。藤原地区)考古第二研究室 小田 裕樹

参加者人数 :953人  調査面積 :約 1,650∬

◆2008年 9月 28日 (日 )

平城第432次。436次 (平城宮第一次大極殿院西面回廊)発掘調査

都城発掘調査部 (平城地区)考古第一研究室  和田 一之輔

参加者人数 :728人  調査面積 :936∬ (432)、 880∬ (娼6)

◆2009年 2月 14日 (土 )

飛鳥藤原第 156次 (石神遺跡第21次 )発掘調査

都城発掘調査部 (飛鳥・藤原地区)考古第一研究室 青木 敬

参加者人数■,611人  調査面積 :480∬

キトラ古墳盗掘孔
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2石Ifl多・指導と教育

埋蔵文化財担当者研修と指導

文化財の保存・活用を推進 し、国民に対するサービ

スの向上をはかるため、地方公共団体等の埋蔵文化財

担当職員の資質向上を目的とする研修を実施している。

2008年度は、一般研修 1課程、専門研修13課程の合計

14課程の研修を開催 した (2008年 度埋蔵文化財担当者

研修課程の一覧参照)。研修の多 くは、講義を主体とし

たものであるが、遺物の診断調査 (X線撮影・分析)か
ら保存4多理に至る過程について、一貫 した実習を取 り

入れた研修なども好評であった。研修総日数139日 、研

修生総数170名であった。一般研修については、2008年

度をもって廃止する予定である。

企画調査部及び各研究部局では、要請にしたがって

地方公共団体や関係機関が実施する発掘調査、出土遺

物の保存修理、遺跡の保存、遺跡整備等に関しての指導、

助言等の協力をおこなっている。2008年度の主な指導・

協力について一覧を別表に掲載した。このほか、文化庁、

各公共団体、関係機関からの依頼を受けて、発掘調査

をはじめ遺物の材質・構造調査や遺跡の保存環境調査、

遺跡の保存整備に関する調査、年輸年代測定などの受

託研究や共同研究も進めている。

京都大学 (大学院)との連携教育

京都大学大学院人間・環境学研究科共生文明学専攻―

文化・地域環境論講座の文化遺産学分野の客員教員と

して 6名 (山中敏史・松村恵司・窪寺茂・肥塚隆保・

松井章 。大河内隆之)が、それぞれ修士課程の環境考

古学論・文化遺産学演習及び文化・地域環境基礎論等

を担当し、博士後期課程では、全員が共生文明学特別

研究や文化遺産学特別演習を担当した。

授業では、都城・寺院・官衛・集落遺跡を対象とし

た考古学や、建築史学、年輪年代学、保存科学、環境

考古学などの講義・演習 。実習等をおこない、各分野

所属の院生 (修士課程 2名、博士後期課程 9名 )の教

育指導にあたった。

奈良女子大学 (大学院)との連携教育

奈良女子大学大学院人間文化研究科比較文化学専攻文

化史論講座の客員教員として、小林謙― (客員教授)、

次山淳 (客員准教授)及び渡邊晃宏 (客員教授)がそ

れぞれ、「日本考古学の諸問日 、「歴史考古学特論」、

「歴史資料論」を担当し、博士後期課程の大学院生の

指導をおこなった。

いずれも、飛鳥地域、藤原宮・京跡、平城宮・京跡

などの遺跡の発掘調査、瓦や土器、木製品、木簡をは

じめとする遺物の調査研究に密着 した授業であり、大

学における通常の授業では経験できない、奈文研なら

ではの特色ある教育を実践した。

2008年度 日本各地の遺跡。建造物等に関する指導・協力二覧 倭員の委嘱を受t)ているもの)

(岩手)志 波城跡 平泉遺跡群     1  社奥書院庭園       |(醐 山城郷北新造院跡 医光寺庭園

億功  多賀城跡             1僚 者D 恭仁宮跡 井手町内遺跡 京都府近代和風建 |は島)府 中市備後団時跡

鶴島)宮 畑遺跡                 1    築 本願寺御影堂厨子 大覚寺 元離宮二条 |(岡山)第 二次山陽遺跡 備中松山城跡

14/1利  馬屋久保遺跡 上神主・茂原官衡遺跡 長者 1    城建造物 長岡宮跡 宇治川大閤堤遺跡   |(山口)下 関市史跡

ケ平官衛遺跡附東山遺跡 高原山黒曜石原産 |(大阿  新堂廃寺等 百済寺跡 和泉資金塚古墳   |(徳島) 阿波国分尼寺跡 藍住町勝端城鮎跡

僻働 些尋轡暫跡 上野国新EBM庁跡   1鱒

)手

与言§醤

磨

尋響ζ暑

跡

和晉吊昆B遺4陽書 1閣

い

詐

(兵庫)法 隆寺領播磨国鶴荘史跡 新宮宮内遺跡 茶 |(香,ID 丸亀城跡 快天山古墳 屋嶋城跡 中寺廃寺

醐  常陸回衡跡 水戸市史跡等         1     野磨駅家跡 大中遺跡 三ツ堀略寺跡    |(愛媛) 久米官衛遺跡群

(神奈ナIり 下寺尾七堂伽藍跡             |(条 鶴  旧大乗h庭園 平城京左京三条二坊宮跡庭国 |(福岡) 大申荷史跡 鴻帳館跡 三雲遺動等

(M・l 塩尻市伝統的建造物群 りげ醍切卜      1     中宮寺跡 巣山古墳 橿原市伝統的建造物群 |(佐賀) 天狗谷窯跡 東名遺跡群

雌 )恵 那市伝統的建造物群 関ケ原古戦湯    1    大安寺旧境内 森家住宅 赤土山古墳 宇陀 |(長崎)原 の辻遺跡 庵島海底遺跡

(静岡)新 居関跡 遠江国特 跡         1    市松山地区伝統的建造物群 五條市イ斎舶1建 1伏知  名勝耶馬渓

(愛知) 名古屋城跡 歴史の里           1     造物辞                  |
(三重) 伊勢国府跡・伊勢国分寺跡 斎宮跡 亀山市 |(和歌山)熊野古道藤白坂 紀イ到碓訴との丘

伝統的建造物群 諸戸氏庭園        |(鳥 取)妻 木晩田遺跡 伯者古代の丘 栃本廃寺跡

(滋賀) 大津市伝統的建造物群 下之郷遺跡 多賀神 1     青谷上寺地遺跡
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2008年度 埋蔵文化財担当者研修課程一覧

区分 課  程 実施期日 定 員 対   象 内   容 担 当 室 研修日数 1込者郵藍講者郷

一
般

研
修

遺物観察
調査課程

8月 18日

ぞ

9月 12日
12名

地方公共団体の埋蔵文化
財担当職員若しくはこれ
に準ずる者で、発掘調査
の経験が十分でない者

各種の遺物調査に必要な
基礎的知識と技術の研修 遺跡・調査技術研究室 26日 12名 12名

専

研

修

保存科学 I

(無機質遺物)

課程

5月 13日
々

5月 21日
10名

地域の中核となる地方公

共団体の埋蔵文化財担当
職員若しくはこれに準ず
る者

遺物・遺構の保存科学的な

調査法および保存修復修
理に関する基礎知識と技
術の習得を目指す研修

保存4獅 究室 9日 6名 6名

保存科学Ⅱ
(有機質遺物)

課程

5月 21日
ぞ

5月 29日

10名

遺物・遺構の保存科学的な

調査法および保存修復修
理に関する基礎知識と技
術の習得を目指す研修

保存修復科学研究室 9日 9名 9名

掘立柱建物・

礎石建物遺構
調査課程

6月 9日
?

6月 13日

12名

古代の掘立柱建物・礎石建

物遺構の調査に関して必

要な専門的知識と技術の

能

文化遺産部 5日 13名 13名

文化財写真 I

(基礎)課程

7月 7日
?

7月 23日
10名

埋蔵文化財調査における写真業務
のうち、高品質な写真資料作成に
必要な知識と観察眼を自黒暗室処
理実習を中心に習得する研修

写真室 17日 9名 9名

文化財写真Ⅱ

(応用)課程

7月 23日

ぞ

8月 6日

10名

埋蔵文化財調査における写真業務の

うち、撮影から写真プリント制作ま
での実習を通して資料写真制作に必

要隷職騎附を習徹脇制歩

写真室 15日 6名 6名

鉄製武器類
調査課程

10月 6日
ぞ

10月 10日

10名

弥生時代から奈良、平安時

代にかけての鉄製武器類
の調査研究に必要な専門
白9鰍卯

考古第一研究室 5日 13名 13名

遺跡測量課程

10月 20日
ぞ

10月 31日

12名 遺跡の測量に必要な専門
的知識と技術の研修

遺跡・調査技術研究室 12日 5名 5名

遺跡地図
情報課程

11月 18日
ぞ

11月 21日

16名
埋蔵文化財の調査研究ヘ

のGISの応用に関する

基礎的知識の研修

文化財情報研究室 4日 15名 15名

自然科学的
年代決定法
課程

12月 1日

t

12月 5日

12名

年輪年代法とCW刊篭則定法
を中心とする、自然科学的手

法による年代測定に関する

専門的知識と技術硼

年代学研究室 5日 6名 6名

中近世
城郭調査
整備課程

12月 11日
!

12月 18日

20名
中近世城郭の調査研究と

整備に関して必要な専門
的知識の研修

景観研究室 8日 31名 29坊4

報告書
作成課程

1月 14日
ぞ

1月 23日

16名

見やすく読みやすい報告

書の作り方と、図録。学術
誌編集の基礎に関する研

修

企画調整室 10日 23名 23弯彗

寺院遺跡
調査課程

2月 2日
?

2月 6日

12名
寺院遺跡の調査に関して

必要な専門的知識と技術

魏

文化遺産部 5日 16名 16名

生物環境
調査課程

2月 17日
?

2月 25日

12名

環境考古学の基幹を構成す
る生物環境分野の最新の研
究法と、その成果について
の専門的知識と技術の研修

環境考古学研究室 9日 9名 8名
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3展示と公開

3展示と公開

飛鳥資料館の展示 平城富跡資料館の展示

◆春期特別展「キトラ古墳壁画十二支―子・丑・寅―」

2008年 4月 18国～6月 22日

2008年度はキ トラ古墳壁画の十二支獣頭人身像のう

ち、保存状態の良い、子・丑・寅の 3体を、 5月 9日

から25日 まで展示 し、春期特別展として、十二支に関

する標記の展示を行った。記念講演会は文化庁主催で、

5月 17日 に「キ トラ古墳の壁画をめぐる諸問題」と題

しておこなった。

◆夏期企画展示「飛鳥古寺巡礼」

2008年 8月 ]口～8月 31日

夏期企画展示は「飛鳥古寺巡礼」と題 して、 8月 1

日から8月 31日 までの間、飛鳥の古寺の最近のたたず

まいの様子を写真で展示した。

◆秋期特別展示「まぼろしの唐代精華一黄冶三彩窯の考

古新発見―」

2008寄三10月 17日～ 12月フロ

秋期特別展示は「まぼろしの唐代精華―責冶三彩窯

の考古新発見一Jと 題して、10月 17日 から12月 7日 ま

で展示をおこなった。本展は、これまで研究所におい

ておこなってきた、河南省文物考古研究所との国際共

同研究の成果発表の場 として計画した。河南省支物考

古研究所から、唐三彩を中心とする90点余 りの遺物を

拝借 して展示を行い、期間中の10月 18日 にシンポジウ

ムをおこなった。

◆冬期企画展示「飛鳥の考古学 2008」 発掘調査速報展

2009年 2月 3日～3月 1日

冬期企画展示では、例年行っている飛鳥の発掘成果

展である「飛鳥の考古学 2008」 発掘調査速報展を、 2

月 3日 から3月 1日 までおこなった。

通年の常設展のほかに、以下のような特別企画展 1

作、速報展 2件、合計 3件の展示を実施した。

◆特別企画展「地下の正倉院展―長屋王家木簡の世界」

2008年 10月 21日～11月 30日

長屋王家木簡の発掘20周年を機に、木簡約60点 を展

示した。展示内容は全期間を通して、 5つのテーマ (「長

屋王とその家族」、「長屋王家を支える人々」、「長屋王と

食卓」、「長屋王家の経済基盤」、「長屋王家木簡と日本語」)

にわけ、 2週間ごとに、展示替え、およびギャラリー

トーク (10月 26日 、11月 9日 、11月 23日 )を実施した。

◆速報展「平城宮東院地区中枢部の調査(平城第423次 )」

2008年4月 22日～5月 25日

現地説明会 (2008年 1月 19日 )以降の調査検討の成

果について、遺跡写真パネル、遺構図面、出土土器・

瓦などにより展示した。

◆速報展「平城宮東方官衝地区の調査(平城第429次 )」

2008年 7月 1日～8月 31日

現地説明会 (2008年 3月 30日 )以降の調査検討の成

果について、遺跡写真パネル、遺構図面、灯明皿・唐草

文鬼瓦などの出土品、木簡写真などで展示 した。

特別企画展「地下の正倉院展―長屋王家木簡の世界」

2008年度 入館者数

飛鳥資料館 (有料)*観 覧料の詳細は61頁 平城宮跡資料館 (無料 ) 口 計

84,608メ、 92,597ノに 177,205)、
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解説ボランティア事業

平城宮跡を訪れる観光客に案内や解説をおこなう「平

城宮跡解説ボランティア」事業を1999年 10月 から実施

している。

ボランティアの募集はこれまでに 4回おこなわれ、

2009年 3月 31日 現在128名 (1期生45名、 2期生20名、

3期生37名、 4期生26名 )が登録されている。ボラン

テイアに登録された者は所定の研4夢 を受けた後、各人

概ね月 2～ 3日 の活動をおこなっている。

2008年度は、 1日 当り7～ 10名 が毎日 (休館日をの

ぞ く)、 平城宮跡資料館、遺構展示館、東院庭園、朱

図書資料・データベースの公開

(図善〉

図書資料室では、文化財資料のナショナルセンターと

なるべ く、歴史 。考古学分野をはじめ、巾広く文化財関

係の書籍及び写真資料を収集している。また、本庁舎図

書資料室は一般公開施設と位置づけて公開しており、所

外の研究者および一般の方々に図書・雑誌及び展覧会カ

タログ等の閲覧・複写のサービスをおこなっている。遠

隔利用 については、国立情報学研究所の提供する

NACC遜Ⅲ上を通じて複写サービスを実施している。

また、研究所の刊行物についても、機関リポジトリを

作成し、画像データとしてインターネット公開をおこな

っている。

<データベース>
本研究所では、文化財情報の電子化をおこない、文化

財関係の各種データベースを継続的に作成している。公

開するデータベースは全てWebブラウザでの検索及び閲

覧が可能で、麟 度は4943千件のアクセスを得ている。

雀門、第一次大極殿復原工事現場の公開施設等を拠点に、

延べ 8万 3千余名に解説をおこなった。

この解説ボランティア事業は、文化庁の「文化ボラ

ンティア通信」をはじめマスコミ、奈良県のHP、 観

光情報誌等に何度も採 り上げられ、熟達した高度な文

化解説に来訪者からのお礼の手紙が多く寄せられている。

また、ボランティアの高い学習意欲と熟意により、「ボ

ランティアだより」を作成している。

奈良文化財研究所は、ボランティア全員に活動着を

配布するほか、ボランティアの知識向上に資するために、

に、研究所員による速報展等の説明会や学習会を開催

する等、積極的な支援をおこなっている。

2008年度 平城宮跡解説ボランティア活動状況

ボランティア

活動のべ人数

解 説 を受 け た 来 訪 者 の べ 人 数

団  体

個  人 計
学  生 一  般

27,302 19171 37,012 83,485

公開データベースー覧
2008年度
アクセス件数

木簡データベース

木簡画像データベース 【木簡字典】

全国木簡出土遺跡・報告書データベース

軒瓦データベース

遺跡データベース

地方官衛関係遺跡データベース

古代寺院遺跡データベース

官衛関係遺跡整備データベース

斜面保護データベース

発掘庭園データベース

Archaeologically Excavated Japanese Gardens

OPAC(所蔵図書データベース)

報告書抄録データベース

薬師寺典籍文書データベース

大宮家文書データベース

学術情報リポジトリ

21,111

37,194

1,238

1,591

18,232

1,661

65

917

748

1,281

1,122

262,409

4,852

994

503

139,129

合 計 493,047
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4その他

4その他

刊行物

奈良文化財研究所学報

第 1冊 仏師運慶の研究 (1954)

第 2冊 修学院離宮の復原的研究 (1954)

第 3冊 文化史論叢 (1955)

第 4冊 奈良時代僧房の研究 (1956)

第 5冊 飛鳥寺発掘調査報告 (1957)

第 6冊 中世庭園文化史 (1958)

第 7冊 興福寺食堂発掘調査報告 (1958)

第 8冊 文化財論叢 I(1959)

第 9冊 ナH原寺発掘調査報告 (1959)

第10冊 平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報

告 (1960)

第11冊 院の御所 と御堂 ―院家建築の研究 ―(1961)

第12冊 巧匠安阿弥陀仏快慶 (1962)

第13冊 寝殿造系庭園の立地的考察 (1962)

第14冊 唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利塔」に関する

研究 (1962)

第15冊 平城宮発掘調査報告 Ⅱ

官衡地域の調査 (1962)

第16冊 平城宮発掘調査報告Ⅲ

内裏地域の調査 (1963)

第17冊 平城宮発掘調査報告Ⅳ

官衛地域の調査 2(1965)

第18冊 月ヽ堀遠州の作事 (1965)

第19冊 藤原氏の氏寺とその院家 (1967)

第20冊 名物裂の成立 (1969)

第21冊 研究論集 I(1971)

第22冊 研究論集 Ⅱ(1973)

第23冊 平城宮発掘調査報告Ⅵ

平城京左京一条三坊の調査 (1974)

第24冊 高山 一町並調査報告 ― (1974)

第25冊 平城京左京三条二坊 (1975)

第26冊 平城宮発掘調査報告Ⅶ

内裏北外郭の調査 (1975)

第27冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告 I(1975)

第28冊 研究論集Ⅲ(1975)

第29冊 木曽奈良井―町並調査報告―(1975)

第30冊 五條 一町並調査の記録一(1976)

第34冊

第35冊

第36冊

第37冊

第38冊

第39冊

第40冊

第31冊 飛`烏
・藤原宮発掘調査報告Ⅱ(1977)

第32冊 研究論集Ⅳ (1977)

第33冊 イタリア中部の一山岳集落における民家調査

報告 (1977)

平城宮発掘調査報告Ⅸ

宮城門 。大垣の調査 (1977)

研究論集 V(1978)

平城宮整備調査報告 I(1978)

飛鳥 。藤原宮発掘調査報告Ⅲ(1979)

研究論集Ⅵ (1979)

平城宮発掘調査報告 X

古墳時代 I(1980)

平城宮発掘調査報告 XI

第一次大極殿地域の調査 (1981)

第41冊 研究論集Ⅶ (1984)

第42冊 平城宮発掘調査報告 XⅡ

馬寮地域の調査 (1984)

第43冊 日本における近世民家 (農家)の 系統的発展

(1984)

第44冊 平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告 (1985)

第45冊 薬師寺発掘調査報告 (1986)

第46冊 平城京右京人条一坊十三・十四坪発掘

調査報告書 (1988)

第47冊 研究論集Ⅷ (1988)

第48冊 年輪に歴史を読む

一日本における古年輪学の成立―(1990)

第49冊 研究論集Ⅸ (1990)

第50冊 平城宮跡発掘調査報告書 XⅢ

内裏の調査Ⅱ(1990)

第51冊 平城宮跡発掘調査報告書XⅣ

第52冊

第53冊

第54冊

平城宮第二次大極殿院の調査 (1992)

西隆寺発掘調査報告書 (1992)

平城宮朱雀門の復原的研究 (1993)

平城京左京二条二坊 。三条二坊発掘調査報告

―長屋王邸・藤原麻呂邸の調査―(1994)

第55冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅳ

―飛鳥水落遺跡の調査 ― (1994)

第56冊 平城京左京七条一坊十五・十六坪発掘調査報

告 (1997)

第57冊 日本の信仰遺跡 (1998)

第58冊 研究論集 X(1999)
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4その他

第59冊 中世瓦の研究 (1999)

第60冊 研究論集 XI(1999)

第61冊 研究論集 XⅡ

長屋王家・二条大路木簡を読む (2000)

第62冊 史跡頭塔発掘調査報告 (2000)

第63冊 山田寺発掘調査報告 (2001)

第64冊 研究論集 XⅢ

中国古代の葬玉 (2001)

第65冊 文化財論叢Ⅲ 奈良文化財研究所

創立五十周年記念論文集 (2002)

第66冊 研究論集XⅣ

東アジアの古代都城 (2002)

第67冊 平城京左京二条二坊十四坪発掘調査報告

旧石器時代編 [法華寺南遺跡](2002)

第68冊

第69冊

第70冊

吉備池廃寺発掘調査報告

百済大寺跡の調査 (2002)

平城宮発掘調査報告XV
東院庭園地区の調査 (2002)

平城宮発掘調査報告XⅥ

兵部省地区の調査 (2004)

第71冊 飛鳥池遺跡発掘調査報告 (2004)

第72冊 奈良山発掘調査報告 I

石のカラト古墳・音乗谷古墳の調査 (2004)

第73冊 タニ窯跡群A6号窯発掘調査報告書

一アンコール文化遺産保護共同研究報告集―(2004)

第74冊 古代庭園研究 I(2005)

第75冊 研究論集XV
中国古代の銅剣 (2006)

第76冊 法隆寺若草伽藍跡発掘調査報告 (2006)

第77冊 日韓文化財論集 I(2007)

第78冊 近世瓦の研究 (2008)

第79冊 平城宮第一次大極殿研究 1 基壇・礎石編 (2008)

第80冊 平城宮第一次大極殿研究 4 瓦・屋根編 (2008)

奈良文化財研究所史料

第 1冊 南無阿弥陀仏作善集 (複製)(1951)

第 2冊 西大寺叡尊伝記集成 (1953)

第 3冊 仁和寺史料 寺誌編― (1963)

第 4冊 俊乗房重源史料集成 (1964)

第 5冊 平城宮木簡一 図版・解説 (1966。 1969)

(平城宮発掘調査報告 V)

第 6冊 仁和寺史料 寺誌編二 (1967)

第 7冊 唐招提寺史料第一 (1970)

第 8冊 平城宮木簡二 図版・解説 (1974。 1975)

(平城宮発掘調査報告Ⅷ)

第 9冊 日本美術院彫刻等修理記録 I(1974)

第10冊 日本美術院彫刻等4笏理記録 Ⅱ(1975)

第11冊 日本美術院彫刻等4笏理記録Ⅲ(1976)

第12冊 藤原宮木簡一 図版・解説 (1977)

第13冊 日本美術院彫刻等4笏理記録Ⅳ (1977)

第14冊 日本美術院彫刻等4笏理記録 V(1978)

第15冊 東大寺文書目録第一巻 (1978)

第16冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ (1979)

第17冊 平城宮木簡三 図版・解説 (1979)

第18冊 藤原宮木簡二 図版・解説 (1979)

第19冊 東大寺文書目録第二巻 (1979)

第20冊 日本美術院彫刻等4笏理記録Ⅶ (1980)

第21冊 東大寺文書 目録第三巻 (1980)

第22冊 七大寺巡礼私記 (1981)

第23冊 東大寺文書 目録第四巻 (1981)

第24冊 東大寺文書 目録第五巻 (1982)

第25冊 平城宮出土墨書土器集成 I(1982)

第26冊 東大寺文書目録第六巻 (1983)

第27冊 木器集成図録一近畿古代編―(1984)

第28冊 平城宮木簡四 図版・解説 (1985)

第29冊 興福寺典籍文書目録第 1巻 (1985)

第30冊 山内清男考古資料 I(1988)

第31冊 平城宮出土墨書土器集成Ⅱ(1988)

第32冊 山内清男考古資料 2(1989)

第33冊 山内清男考古資料 3(1991)

第34冊 山内清男考古資料 4(1991)

第35冊 山内清男考古資料 5(1991)

第36冊 木器集成図録一近畿原始編―(1992)

第37冊 梵鐘実測図集成 (上 )(1992)

第38冊 梵鐘実測図集成 (下 )(1993)

第39冊 山内清男考古資料 6(1993)

第40冊 山田寺出土建築部材集成 (1994)

第41冊 平城京木簡一―長屋王家木簡―(1994)

第42冊 平城宮木簡五 図版・解説 (1995)

第43冊 山内清男考古資料 7(1995)

第44冊 興福寺典籍文書目録第 2巻 (1995)

第45冊 北浦定政関係資料 (1996)
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第46冊 山内清男考古資料 8(1996)

第47冊 】ヒ魏洛陽永寧寺 (1997)

第48冊 発掘庭園資料 (1997)

第49冊 山内清男考古資料 9(1997)

第50冊 山内清男考古資料10(1998)

第51冊 山内清男考古資料H(1999)

第52冊 地域文化財の保存4多復 考え方と方法 (1999)

第53冊 平城京木簡二―長屋王家木簡ニー(2000)

第54冊 山内清男考古資料12(2000)

第55冊 法隆寺古絵図集 (2001)

第56冊 法隆寺考古資料 (2001)

第57冊 日中古代都城図録 (2002)

第58冊 山内清男考古資料13(2002)

第59冊 平城宮出土墨書土器集成Ⅲ(2002)

第60冊 平城京条坊総合地図 (2002)

第61冊 輩義黄冶唐三彩 (2002)

第62冊 】ヒ浦定政関係資料 松の落ち葉 (2002)

第63冊 平城宮木簡六 図版・解説 (2003)

第64冊 平城京出土古代官銭集成 I(2003)

第65冊 ゴヒ浦定政関係資料 松の落ち葉二 (2003)

第66冊 山内清男考古資料14(2003)

第67冊 興福寺典籍文書目録第 3巻 (2003)

第68冊 古代東アジアの金属製容器 I中国編 (2003)

第69冊 平城京漆紙文書― (2004)

第70冊 山内清男考古資料15(2004)

第71冊 古代東アジアの金属製容器 Ⅱ

朝鮮 。日本編 (2004)

第72冊 畿内産暗文土師器関連資料 I西 日本編 (2004)

第73冊 黄冶唐三彩窯の考古新発見 (2005)

第74冊 山内清男考古資料16(2005)

第75冊 平城京木簡三一二条大路木簡一―(2005)

第76冊 評制下荷札木簡集成 (2005)

第77冊 平城京出土陶硯集成 I(2005)

第78冊 黒草紙・新黒双紙 (2006)

第79冊 飛鳥藤原京木簡一 図版・解説 (2006)

一飛鳥池・山田寺木簡一

第80冊 平城京出土陶硯集成Ⅱ―平城京・寺院 T(2006)

第81冊 高松塚古墳フォトマップ資料集 (2008)

第82冊 飛鳥藤原京木簡二 図版・解説 (2008)

一藤原京木簡一一

第83冊 興福寺典籍文書目録第四巻 (2008)

第84冊 山内清男考古資料17(2008)

奈良文化財研究所基準資料

第 1冊 瓦編 1 解説 (1973)

第 2冊 瓦編 2 解説 (1974)

第 3冊 瓦編 3 解説 (1975)

第 4冊 瓦編 4 解説 (1976)

第 5冊 瓦編 5 解説 (1976)

第 6冊 瓦編 6 解説 (1978)

第 7冊 瓦編 7 解説 (1979)

第 8冊 瓦編 8 解説 (1980)

第 9冊 瓦編 9 解説 (1983)

飛鳥資料館図録

第 1冊 飛鳥白鳳の在銘金銅仏 (1976)

第 2冊 飛`烏 白鳳の在銘金銅仏 銘文篇 (1976)

第 3冊 日本古代の墓誌 (1977)

第 4冊 日本古代の墓誌 銘文篇 (1978)

第 5冊 古代の誕生仏 (1978)

第 6冊 飛鳥時代の古墳 (1979)

第 7冊 日本古代の鴫尾 (1980)

第 8冊 山田寺展 (1981)

第 9冊 高松塚拾年一壁画保存の歩み―(1982)

第10冊 渡来人の寺一桧隈寺と坂田寺―(1983)

第H冊 飛鳥の水時計 (1983)

第12冊 河ヽ建築の世界一埴輪から瓦塔まで―(1983)

第13冊 藤原宮 ―半世紀にわたる調査と研究―(1984)

第14冊 日本と韓国の塑像 (1985)

第15冊 飛J烏寺 (1985)

第16冊 飛鳥の石造物 (1986)

第17冊 高葉乃衣食住 (1986)

第18冊 壬申の乱 (1987)

第19冊 古墳を科学する(1988)

第20冊 聖徳太子の世界 (1988)

第21冊 仏舎利埋納 (1989)

第22冊 法隆寺金堂壁画飛天 (1989)

第23冊 日本書紀を掘る(1990)

第24冊 飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察 (1991)

第25冊 飛鳥の源流 (1991)

第26冊 飛鳥の工房 (1992)

第27冊 古代の形 飛′鳥藤原の文様を追う(1994)
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第28冊 蘇我三代 (1995)

第29冊 斉明紀 (1996)

第30冊 遺跡を測る(1997)

第31冊 それからの飛鳥 (1998)

第32冊 UT△MAKURA(1998)

第33冊 幻のおおでら一百済大寺 (1999)

第34冊 鏡を作る 海獣葡萄境を中心として (1999)

第35冊 あすかの石造物 (2000)

第36冊 飛鳥池遺跡 (2000)

第37冊 遺跡を探る (2001)

第38冊 `あすか―以前'(2002)

第39冊 AOの記憶 (2002)

第40冊 古年輪 (2003)

第41冊 飛鳥の湯屋 (2003)

第42冊 古代の梵鐘 (2004)

第43冊 飛鳥の奥津城

―キ トラ・カラト・マルコ。高松塚。(2004)

第44冊 東アジアの古代苑池 (2005)

第45冊 キ トラ古墳 と発掘された壁画たち (2006)

第46冊 キ トラ古墳壁画四神玄武 (2007)

第47冊 奇偉荘厳 山田寺 (2007)

第48冊 キ トラ古墳壁画十二支一子・丑・寅―(2007)

第49冊 まぼろしの唐代精華

一黄冶唐三彩窯の考古新発見―(2008)

飛鳥資料館カタログ

第 1冊 仏教伝来飛′烏への道 (1975)

第 2冊 飛鳥の寺院遺跡 1-最近の出土品 (1975)

第 3冊 明日香の仏像 (1978)

第 4冊 桜井の仏像 (1979)

第 5冊 高取の仏像 (1980)

第 6冊 橿原の仏像 (1981)

第 7冊 飛鳥の王陵 (1982)

第 8冊 大官大寺―飛鳥最大の寺―(1985)

第 9冊 高松塚の新研究 (1992)

第10冊 飛鳥の一と一最近の調査から―(1994)

第11冊 山田寺 (1997)

第12冊 山田寺東回廊再現 (1997)

第13冊 飛鳥のイメージ(2001)

第14冊 古墳を飾る 音乗谷古墳の埴輪 (2005)

第15冊 うずもれた古文書

一みやこの漆紙文書の世界一(2005)

第16冊 飛鳥の金エー海獣葡萄鏡の諸相―(2006)

第17冊 飛鳥の考古学2006(2006)

第18冊 「とき」を撮す一発掘調査と写真―(2007)

第19冊 飛鳥の考古学2007(2007)

第20冊 飛鳥の考古学2008(2008)

その他の刊行物 (2008年度)

奈良文化財研究所紀要2008

奈文研ニュースNo,29

奈文研ニュースNo.30

奈文研ニュースNo.31

奈文研ニュースNo.32

埋蔵文化財ニュース134

埋蔵文化財ニュース135

埋蔵文化財ニュース136

埋蔵文化財ニュース137

平安時代庭園に関する研究 2

-平成19年度古代庭園研究会報告書―

Hamlet Survey Report Duong Lam Village Ha Tay

Province Sostahst Republic of Viet Nam

古代地方行政単位の成立と在地社会

遺跡情報交換標準の研究 2

出雲大社境外社建造物調査報告書

遺跡の保存管理・公開活用と指定管理者制度

―平成19年度遺跡整備・活用研究集会 (第 2回 )報告書―

金属工芸史の研究

地下の正倉院展―長屋王家木簡の世界一

※ ( )内は発行年度
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4その他

人事異動 (2008.4.卜2009,3.31)

●2008年 4月 1日 付け

副所長

企画調整部長

兼・企画調整部写真室長

文化遺産部長

都城発掘調査部長

埋蔵文化財センター長

兼・埋蔵文化財センター年代学研究室長

山崎

小林

山中

丸奔本寸

肥塚

敏史

恵司

隆保

管理部管理課長            仁木 俊二

管理部文化財情報課長         平石 憲良

管理部管理課課長補佐 (兼 )庶務係長   廣中 保彦

管理部管理課課長補佐         清水  尚

管理部業務課施設係長         志野愛由美

管理部管理課庶務係          井手 真二

管理部管理課用度係          大村 尚江

管理部業務課研4分・事業係        三本松俊徳

企画調整部企画調整室長        小池 伸彦

文化遺産部歴史研究室長        吉川  聡

文化遺産部遺跡整備研究室長      平澤  毅

都城発掘調査部考古第一研究室長    難波 洋三

埋蔵文化財センター保存修復科学研究室長 高妻 洋成

文化遺産部主任研究員         清水 重敦

都城発掘調査部主任研究員       山本  崇

都城発掘調査部主任研究員       箱崎 和久

都城発掘調査部主任研究員       市  大樹

都城発掘調査部主任研究員       降幡 順子

兼。埋蔵文化財センター保存修復科学研究室

埋蔵文化財センター主任研究員     金田 明大

埋蔵文化財センター主任研究貝     大河内隆之

文化遺産部遺跡整備研究室       栗野  隆

都城発掘調査部考古第一研究室     国武 貞克

都城発掘調査部考古第一研究室     廣瀬  覚

都城発掘調査部考古第一研究室     青木  敬

都城発掘調査部遺構研究室       高橋知奈津

埋蔵文化財センター環境考古学研究室  山崎  健

都城発掘調査部考古第二研究室任期付研究員 加藤 雅士

都城発掘調査部考古第一研究室特別研究員

都城発掘調査部考古第二研究室特別研究員

文化庁文化財部付

大阪教育大学管理部経理課長

奈良工業高等専門学校事務部長

京都大学人間・環境学研究科専門員

京都大学医学部附属病院経営管理課専門員

京都大学施設環境部施設活用課専門職員

京都大学総務部人事企画課

●2008年 9月 1日 付け

埋蔵文化財センター保存I歩復科学研究室特別研究員

●2008年 10月 1日 付け

都城発掘調査部遺構研究室

都城発掘調査部史料研究室特別研究員

●2009年 2月 16日 付け

企画調整部任期付研究員

都城発掘調査部任期付研究員

●2009年 3月 31日 付け

定年退職

定年退職

定年退職

定年退職

定年退職

定年退職

定年退職

辞職

辞職

辞職

木村

若杉

金井

石坪

山田

藤田

山本

久保

延原

理恵

智宏

健

辰男

耕一

徹

博

慶史

由紀

辻本典志一

鈴木 智大

井上  幸

成田  聖

加藤 雅士

山崎 信二

西村 博美

小林 謙一

山中 敏史

千田 剛道

西口 壽生

飯田 信男

窪寺  茂

市  大樹

関度 尚世
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2008年 度 2009年 度 (予定額 )

文部科学省からの運営費交付金 (人件費を除 く) 971,548 962,102

施設整備費 0 146,800

自己収入 (入場料等 ) 29,332 29,625

計 1,000,880 1,138,527

予算等

予算 (予定額)

土地と建物

科学研究費補助金にoo9年鋼 6日現在)

受託調査研究

単位 :千 円

単 位

単 位 :千 円

千 円単 位

土  地 建 物 (建面積/延面積 ) 建 築 年

本館地区 8,86013 2,75425/6,754.86 1964年イ也

平城宮跡資料館地区 ※ 10,630.53/16,149.67 1970年イ也

都城発掘調査部 (飛鳥・藤原地区) 20,51503 6016.41/9,477.43 1988年イ也

飛鳥資料館地区 17,092.93 265730/4,403.50 1974年イ也

※平城宮跡資料館地区の土地は文化庁所属の国有地を無償使用

研 究 種 目
2008年 度 (参 考)2009年 度

件 数 金  額 件 数 金  額

基盤研究 (S) l 37,310 1 20,020

基盤研究 (A) 4 38.480 3 47,580

基盤研究 (B) 6 22,880 4 16,380

基盤研究 (C) 7 9,880 7 9,230

若手研究 (B) 16 20.436 23,010

若手研究 (ス ター トアップ) 3 4,264 2 3,107

特別研究員奨励費 1 1,100 1 1,100

区 分
2007年 度 2008年 度

件 数 金  額 件 数 金  額

研  究 17 71,973 14 40,283

発  掘 10 27,460 6 53,865

計 27 99,433 20 94,148
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職員一覧

剣 岡 降解韻 ―
平石憲良

鋼 言脹
多 昭彦

徊朝司鏃
(兼)肥塚隆保

文化遺産部長
小野健吉

蜘 雛
(担)[平]井上和人

|

副部長
(担)[藤]深澤芳樹

埋蔵文化財センター長
松井 章

課長補佐
度中保彦

清水 尚

紺 鋼 眼 ―一 一 一 譜 謝 佐
東 博信      今西康益

離
―(兼)度 中保彦

会計係長
江川 正

用度係長 ――――

柳生弘和
専門職員
松本正典

大西和子 岩永恵子

新宮恵子ィ松森左千子

井野由宜子 山口由佳

港 悦子′幸田恵呈子
(育)竹田恵美

係員
大村尚江

難

輸 順

鞠 鰻

研修・事業係長 ――係員
石田義則
麟
志野愛由美

事務補佐員 永井和代

|,桶卸辱謝鋼司 屏効鶏聖鰐着ミ  |
|(併)今西康益 志野愛由美 |

事務補佐員 岡本倫子 内海真理

事務補佐員 伊藤久美ィ上野文絵

特別研究員 [藤]木村理恵

特別研究員 E藤]若杉智宏

特別研究員 [藤]石田由紀子
任期付研究員 [藤]加藤雅士
特別研究員 [平]古藤真平 井上 辛

|※ [平]は平城地区を示す。   |
|[藤]は飛鳥・藤原地区を示す。

|

!量 藍 萎 野 :_|
事務補佐員 [藤]吉剛佐和子

技能補佐員 [藤 ]木寅貢志 山田昇司

(兼)任期付研究員 成田 聖

事務補佐員 大谷照子 米川まち子

辻本あらた

三本松後徳

言圃昭腰
飯田信男

緋I
普及・資料係長
桑原隆佳

図書・情報係長
大田 仁

専門職員
車井後也

小池仲彦

森本 晋

杉山 洋

(兼)森本 晋

(兼 )杉山 洋

(兼 )肥塚隆保

加藤真二

工

甜智   F扁

'テ

i萩1ユ嘉ヨ軍路警:弓素

`7を

1

(育 )西 田紀子 月羽崇史      任期付研究員 成田 聖

専P日職員 [藤 ]井上直夫       技能補佐員 [藤 ]岡田 愛

専門職員 牛嶋 茂 ――主任 中村一郎 技能補佐員 鎌倉 綾

H
歴史研究室長    吉川 聡

建造物研究室長   島田敏男

景観研究室長    清水重敦

遺跡整備研究室長  平澤 毅

――― 恵谷浩子

――― 粟野 隆

[平]難波洋三――― [平 ]因武貞克 ′芝康次郎

[藤]隣瀬 覚 青木 敬

[藤]玉田芳英一―― [平]神野 恵ァ森川 実 城倉正祥

E藤 ]4ヽ 田裕樹

[藤]次山 淳――― E平 ]林 正憲 森先―貴

[藤](育 )中 川あや 高田貫大

[平]渡遷晃宏――― E平]浅野啓介

[平]箱崎和久――― [平]大林 i関 鈴木智大

[藤]黒坂貴裕 番  光

高橋知奈津

[平]今井晃樹
イ
馬場 基

[藤]降幡順子 豊島直博 山本 崇

専門職員 (兼 )[藤]松本正典

=笥

亡鬱再―誦汗ク整室輩員

考古第二研究室長

考古第三研究室長

史料研究室長

帥 篠

主任研究員

鱒 糊 究畠長

蜘 懸

年十雄剥鴨議長

」言三,,I・ 司 膏I【雪EI'ご

'H,IJ千

,βこ:皇 :1:記

主任研究員

高奏洋成― 脇谷草一郎            特別研究員 辻本典志一
(兼)降幡順子          積3れF糠蒔穆掻莉學嘔力 =~~~i
(兼)松井 章 ―一 山山1 健  |ざ生)戸麦洋成_唆幡」E■ _艶管 三吐 |

大,可内隆之

小i畢 毅

金田明大

奈良文化財研究所長
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